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行政町村の集落構成とその人口の推移

黒崎八洲次良

’　　　　　　　　　　　　　　　　は　じ　め　に

これは長野県中信地方の二つの行政村である白馬村と日義村に注目したことに始まる。両

村は1950年の人口を100とすると1985年のそれぞれが10a7と9牝6である。そして両村はとも

に地域の中核都市，松本あるいは大町のベットタウンとは認めがたく，むしろ，「過疎」地に

近い条件をもってさえいる。木曾谷の多くの町村は上記の指数が3且9から81．6の範囲にあり，

白馬村に近接する町村のそれは3乳9から56．8におよぶのである。隣接する他の多くの町村が
人口の減少に悩まされているのに，なぜ，これらの両村の人口が1950年以降維持されている　　　　　　　　　　　　　　凸

か，あるいは増加しているのか？私どもの課題はまさにここにある。

地域社会の人ロ現象はいろいろな視角から接近することが出来るが，ここではそれを主に

行政町村の集落構成という視角から接近することにする。集落といっても，それは単純な存

在ではない。そこで集落を特に成立年代と成立事情に焦点をおいて観察し，それから適切な

指標を導き出すことにする。

というのは，両村を構成する集落を見ると，それぞれが近世から今日にいたる成立期を異

にするいくつかの集落から構成されているからである。居住者（家あるいは世帯）を見ても，

近世から今日にいたる数代から十数代にもおよぶ「家」から，「代あるいはそれよりも短い

期間にしかならない「全日制」住民（世帯），さらに別荘地やリゾート・マソションを利用

する「パート・タイム」住民をも含むのである。そして居住者は，それぞれ来住の時期や契

機を同じくあるいは近似する人々たちごとに，同一あるいは類似の集落を構成しているかに

現象する。つまり，彼らは居住の場を「棲み分け」1）ているようにみえるのである。

なぜ，このような「棲み分け」が起こるのであるか。それは伝統的な生活の場であり，
地域社会である村落の｛生質に関連することではあるまいか。村落とはなにか，如何なる集団　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

であるのか“それが排他的で封鎖的であると言うが，なぜそのような性格を持つに至つたの

か。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●ｺ落は最近に至るまで集落的家連合であった。それは，内部的には生活互助の機能を行う，

と同時に外部の諸影響に対して連帯して対応する地域団体であった。それ故，村落は他の制

度体と同様に独自の規範体系を創造し，維持し，展開してきたのであるが，それらの多くは

不文の諸慣行から継成されていたのである。それは，また，猿自の「歴史」2）を持ち，村民

の生活を支えるための山林，原野，用水，漫道，その他の財産や施設を維持し，管理してき

た。それぞれの家が所有し利用する耕地や屋敷地は「村落」によって初めて十分利用するこ

とが出来たのであらた。そして「村落」を維持するために，村民は相当の努カー資源，労働，

知恵一を傾け続け，「村落」によることなしには1それぞれの家の生活を十分に営むことが

できないと観念してきた。人凌（家構成員）の生活保障をするのが家の目的であり，その家
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生活を支える主要な家連合の一つが「村落」であったのであるから，「村落」の秩序の維持
は村民の重大な関心事であうた。したがっで「村の平和」3）というコトパが大義名分になっ　　　　　　　　　　　　　　．L’　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

ｽである。

それだから外部のものは村内の有力な家を頼うてその庇護のもとに入村したのであり，

「村入り」の儀礼的慣行にもそれが象徴されている。彼らはそのような有力な家を親方・本

家として，それを通じてそれぞれの家生活を維持したのであった。近代に入ってからでも，

いや，農地改革から高度成長期の直前においてすら，一交通・通信機関や施設が整っていなか

ったために，それぞれの家は村落内に日常的な互助組織を結ぶ必要があった。その組織に参

加する各家は，相互にある程度の信頼を分かち持つことが肝要であり，それにはある程度の

期間を居住し，いろいろな手続きに従って「村」た奉仕＝寄与して，社会的承認をえること

示必要であった。その条件は当該の村落の「歴史」に関連して多様であったようであり，し

かも「村人」にとってr必須」であると観念されていたと同時に集合的であり無意識的なも

のであった。したがって村人がこれを外部の人々に説明する必要をほとんど意識することが

’なかったのであるbここに村落の性格が1「排他的封鎖的」と見られる背景がある4）。

しかし日常的な互助組織をそれほど必要としない集落一例えば都市の町内会などでも，そ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一黷ﾌほとんどが制度的近隣集団一隣組を持つことを見れば，村人にとって「村落」が如何な

　　　　　　「髑ｶ在であるかが容易に理解されるであろう。

さて，戦時体制及び敗戦後の諸改革，特に農地改革を通じて，農村には有力家が存在しな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ｭなった。都市においても同様であった。昭和戦前期に始まる「所有」と「経営」の逆転，

「経営」の「所有」対する優位がますます強化されたので，それまでの有力家が後退し，新

しい「実力者」が進出したのであるが，彼らはそれぞれが所属する組織に依拠して権限を行

使するにとどまり，それまでの有力家の地位，役割，特に権威を受け継ぐことが困難であら

た5）。それが敗戦後の新しいタイブの集落の成立や展開の黎情の一部を構成したのではある

まいか。つまり，「団地」の成立と展開である。

公営や民営の集合住宅や個別住宅の団地集落は，有力家の存在と関連なしに成立する。公

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　」ｱ員宿舎や企業の給与住宅（社宅）も同様である。さらに，交通・通信機関の発達や「生活

の社会化」（倉沢進）の充実，大型小売店や不動産産業の農村部への進出などが「団地」の

展開を支援する。生活の社会化とは共同処理を必要とする共通問題については，これを拳げ

て専門機関による専門的処理に委ねることであるから6），それがある程度まで整備されると，

「村仕築」が不用になりパート・タイムの居住が出来るようになる。別荘やリゾートマソシ

ヨソの団地の成立は，以上に述べたことの上に展開する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

近世から昭和戦前期（？）ころまで・新しい集落が成立するためには，それの母胎となる

古い集落（親郷，親村）が必要であうたようである。もちろん親村あるいは親郷の意味は時

代と地域（政治体制）において多様であり，また変化したのであるが，それを諸契機の一一つ

として集落間に出自（系譜）関係が生じたのである7）。また，来住を含む新しい家が成立す

るためには・それの母胎となる古い家（本家あるいは親方）が必要であつたようである。そ

して本家や親方の意味も同攣｝；時代と地域において多様であり，また変化したのであったが，

これ塗諸契機の一つとして家相互間に出自（本末）・同統の閑係が生じたのであるε｝．・今日，

これらの築傍がまったく消滅してしまったと言うこと炉出来ないとしても，古い集落が「親
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郷」としての権威を持つ事はないし，古い家が「親方・本家」としての実力や影響力を行使

することがなくなったと言ってよい。もしそのようなことがみられたとしても，その行使主

体が集落あるいは家ではなくて，新しい機関や組織であるのではないのか。しかし，それら

の新しい機関や組織が古い以前に成立しこれまで存続してきた集落や家や諸種の家連合と無

関係ではあり得ないであろうし，そこには新旧の間でなんらかの形の相互規定と相互媒介が

働いているであろう。

ここでは差しあたって「農業集落セソサス」に依拠して課題に取り組むことにしたい。農

業集落は古い集落を代表するかに見られるが，それでも，敗戦後の開拓集落をも含む，それ

それの時期に諸契機に基づいて成立したのである。まず，行政町村を構成する饗業集落を成

立時期ごとに分類し，これと町村の人口の増減との闘連の有無を確かあることから始めてみ

たい。次に新しい集落の成立と展開がこれらの農業集落と，いかなる面において相互規定す

るのかにも触れてみるヒとにする。

〔付論］　私どもが行政町村の集落構成をなぜ取り上げるか。まず，諸先学が中世末期

から今日におよぶ地填社会の研究において集落連合の存在形態，組織契機と内容および変化

の過程に相当の関心を持っておられることがある9）。つまり家（個人）に焦点をおいて観察

を進めて行くのと同時に村落（集落）を構成単位とする村落連合に視点をおくのである。私

どもはこれを北海道堤村において試みた。周知のように北海道農村の多くは一つあるいは少

数の非農集落（市街）と多数の農業集落（部落）から構成されている。そこで農業集落セソ

サスによって集落（部落）の総戸数を捉える。つぎに当該の行政町村を構成する諸集落の総

戸数を合計する。さらに世帯総数にしめる総戸数合計の比率（総戸数率）を算出する。そし

て総戸数率を行政町村においての「部落」のあり方の指標とすることができないか，どうか

を検討した。すなわち，総戸数率がその市町村において直接ムラの論理の規定を受けやすい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’｢帯や住民の比率を示すのではないかとみたのである。

次に集落の世帯数を主な手がかりとして行政市町村を構成する中心あるいは最大集落（多

くの場合，役場所在の市街地集落）と他の周辺諸集落との関わりに注意して，行政町村を

丁地方分権型」，「中間型」及び「中央集権型」に分類してみた。概してではあるが，総戸数

率が高い町村は地方分権型の集落構成を示し，総戸数率が低い市町村は中央集権型のそれを
示すのであった。さらに前者は北海道としては比較的「歴史」が古い集落から構成されてお　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

り，集落自体が自立性を多く持つようであった。他方，後者に属する市町村は「歴史」が浅

い内陸農村に多く，開発当初から国や道庁の諸施策に依存するところが大きいようであり，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽u体制順応」的な性格を濃厚に持っていたようである。
市町村住民の動向を観察するために総戸数率ど中心一周辺集落関係のあり方を手がかりに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

することは相当に有効であるが，「歴史」が深い府県の市町村におし・ては北海道とは異なっ

た視点を加えることが必婁である。北海道においても市町村を構成する諸集落の成立時期や
成立契機の相違に注意する必要はあったが，府県ではそれによりいっそう留意しなければな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　眺

驍ﾜい。そこでさしあたって集落の指標として成立時期や成立契機を考慮したのであるlo）。

一
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註

1）多くの町村の「有線放送電詣番号簿」は集落（部落）ごとに加入者（世帯）を配列してあり，こ

れによって姓（名字）の分布を手がかりとし「棲みわけ」の実態へ接近することができる。

2）　ここでの「歴史」については，黒崎八洲次良「近代農業村落の成立と展開」1977，p29－31参照

3）福武直「部落の「平和」と階級的緊張」（村落社会研究会「濃地改革と農民運動」昭和30年）

4）諸先学がこれについて多く論じておられる。例えば，福武，前掲．

5）例えば，黒崎，前掲雷，p．116－117．これは地主が手作経営を縮小・解体し，農業経営に直接関わ

らなくなった時期に始まる。

6）倉沢進「生活の社会化」（高橋勇悦、他編「テキストブック社会学（5）地域社会」昭和52年），同　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西

「都市的生活様式論序説」（磯村英一編「現代都市の社会学」工977）参照

7）例えば，黒崎八洲次良「親郷と枝郷」（日本社会学会「社会学評論9－2」昭和33年・）

8）例えば，有賀喜左衛門「家（「日本の家族」改題）」昭和47年

9）私どもは，これに導かれて塚本学編「松本平とその周辺地域における社会結合の諸形態とその　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

変動」を「中間報告雷」（昭和57年）と「本報告轡」（昭和58年）で公にしている（昭和55－57年科

学研究補助・一般研究A））。

10）以上については，黒崎八洲次良「世帯総数，農家数および総戸数について」（東京教育大学社会学

教室「現代社会の実証的研究」1977年），同「高度経済成長期の地域社会の動向について若干の考

察（その4）」（北海道教青大学「僻地教育研究25－1」1978年），同「北海道における町村の集落構

成と地域振興にっいての若干の提言」（北海道「北海道問題研究員レポートV」昭和54年），同「北

海道市町村の集落構成と史的含意について」（地方史研究協議会「地方史研究160」1979），同「高度

経済成長期の地域社会の動向についての若干の考察（その5）」（信州大学人文学部「人文科学論集

14」昭和55年），同「続，世帯総数，雌球数および総戸数について」（信州大学人文学部「人文科学

論集16」昭和57年），同「世帯総数，漉家数および総戸数について（その3）」（信州大学人文学部

松本平総合研究中間報告　昭和57年），同「世帯総数，農家数及び総戸数について（その4）」　（信

州大学人文学部　松本平総合研究報告　昭和58年），同「昭和戦前期の北海道における農誤実行組

合にっいて」（村落社会研究会「村落社会研究22」工986年），同「「家と村落」試論」（村落社会研

究会「研究通信　152」1988年）を参照．

守資料と方法

資料は以下のものである。畏業集落カード（1970，75，80，85），農業集落調査集落別結

果一覧表（1960，70，80），農業集落範囲判定一覧表（昭和29，34，39，44，49，54，59の

各年），農林業セソサス長野県統計書（1960－1985），以上は農林水産省。国勢調査（1920一

1985），「日本地名体系第20巻長野県の地名」（平凡社1979），長野県蔵版「長野県町村誌

中，南信篇」（長野県町村誌刊行会　昭和11年），宝月圭吾監修滝沢主税編「明治初期　長

野県町村絵地図大鑑」（郷土出版社昭和60年）などと関係町村の町村誌である。ほとんど

が二次資料であって，それ以外は景観についての観察しかない。それ故この報告はプリ・サ

一ベイの段階のものである。

ま儀行政町村単位に，農業集落の集落名，世帯数，人口，農家数，共有林野などのリス

トを用童する。ついで集落ごとにそれぞれが（1）近世の藩制村，②高分かれした新田村，③高
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分かれにいたらない（1）あるいは②の内付けの枝郷，ω上記のいずれにも属さないが町村内の

他の字名を冠したもの，⑤同じく字名以外の名称を当該集落に冠したものに分類する。以上

の（4）と⑤に該当するものは，主として，明治以降に成立した集落であると見られるが，（1）か

ら③のものでも明治以降に集落名を変更した事例がある。例えば，鉄道開通による駅前集落，

大企業，行政機関，学校などの進出によりそれまでの性格を大きく変化させた集落，昭和戦
前期の経済更生運動を契機とする集落名を変更した集落，行政区のそれに変更した集落など　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

がある。それらについては可能な限り復元して位置づけすると言う手順をとる。

ここで（1）から⑤までの集落をそれぞれを関連させて図示すると繁ユ図になるであろう。こ

の図は中世末期から近世と明治以降の二部分からなる。はじめに中世末期から近世を取り上

げる。図の工は（1）の親郷，同じく皿は②新田村，そして皿は③ある「村」の高分かれしてい

中世末期から近世　　　　　　　　　　　　　明治以後

／〆’禰蔚藩卜＼

z　　　　！…区　＼　　　　　微町村　　（

第1図村落（集落）関係と村落遮合のモデル中世末期から近世
1は藩制村（親郷），Hは．藩制村（新田村），皿は内付けの枝郷，　IVは明

治以降成立の字名を冠した集落，Vは同じく字名を冠しない集落　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
ﾈい内付けの枝郷を示す。親郷である集落と新田村である村落は成立をめぐる出自（系譜）

だけでなくジ用水，林野，公租・公課f祭祀などの諸契機によって村落関係や村落速合（例

えば村組）を結んできた。そしてそれらにおいて多くの場合新田村は親郷の指導（支配）の

もとにあったが，「村」としての自立性を維持し，承認されてきた。これを図示するために

1と皿のそれぞれを実線で囲んだのであるが，村落関係や村落連合の関連を考慮して両者を

破線で囲んだである。さて皿の枝郷であるが，これは近世には工の親郷の支配下にあったの

である。そこで工の内部に皿を位置づけてこれを破線で囲むことにしたのである。

　　　　　、ｳて明治以隆である。新しい政治体制のもとでそれまでの「村」が再編されて「部落」

（行政区）に組替えられるのであるから，1，皿，皿などの他に（4）と⑤が登場する。図の】Ψ

は（4）の行政村内の字名を冠した集落，同じくVは⑤の字名を冠していない集落を示す。’工か

らVまでの円の面積の大小はそれぞれの出自の古さを示じたのであるが，すべてはある行政

村を構成する部落であって完全村落ではない。そこですべての集落をそれぞれ破線で囲み，

集落間の諸関係を実線，二重線，破線などで示した。1と皿とは近代以前からの出自を始あ

とする諸関係を，工と皿とは後者の成立を契機とするそれを意味している。Vの成立は，工

がもはや親郷（親村）として行為することが困難になってからのことであるが，Vにとって

工は「草分け」の地域団体であるので，それを契機とする諸関係を表すために破線を使用し

た。以上はどこまでも村落関係と村落連合のモデルに過ぎないが，行政町村の集落構成の理
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解に資するための試案として提出してみた。

さてこの分類は集落の成立時期や成立事情（出自関係など）やそれの自立性に準拠すると

言ってよいであろう。要するに，これは以下の仮説に依拠しているのである。すなわち，成

立が早く，早くから自立せざるをえなかった集落ほど，村落としての安定度が高く，内部に

おいての互助機能が充実しており，外部の諸影響に対して連帯して対応する機構がより整備

されている。その逆に当たる集落ほど村落としての安定度が低く，内部においての互助機能

が不十分であり，外部の諸影響に対して対応する機構が不十分である，と。

以上の基準によって分類したものに．，それぞれ1から5の得点をあたえる。これは得点が

ひくい集落ほど村落としての安定度がたかく，集落を構成する人口を支持する割合が大きい，

とする仮定に基づく。さてこれを行政町村ごとに合計し，その平均値を求める。平均値が低

いものほど，その行政町村を構成する集落のそれぞれの村落としての安定度が高いことにな

るであろう。もし，以上の作業仮説が妥当であるとすれば，それぞれの平均値は，該当する

町村の人口指数と相関することになるであろう。

以上の資料と方法，作業仮説と手順によって作業が進められる。

二　調査対象の観察の結果

1　さて，中信地方は長野県の北西部を占め，木曾，東筑摩，南安曇，北安曇の4郡からな

る。それは37市町村からな．り，1985年には人口505，417人であり，奈川の1，399人から松本の

197，340人におよぶのである。1920年の人口総数は349，419人であり，1950年には471，401人

であるから，1920－1950年の増加率が34，9％であったが，1950－1985年の増加率は乳2％で

しかないのである。しかし，1920年には奈川の1，704人から松本の105，136人におよんだので，

その分布範囲はエ03，432人であったが，1985年には前述のように人口の分布範囲は195，941人

つ広まったのである。人口の分布範囲が65年間に約二倍にも拡大したことは，それだけ人口

分布の偏りが大きくなったことである。人口分布の偏りを示すために変動係数を掲げた。そ

れが190を超えるのは1950－55年であったが，これは過疎・過密現象の起点であってそれ以

後変動係数は漸増して1985年には236．7になっている。なおこの間に，中信地方においての

松本市の人口のシエアが33％から39％へと拡大し続けたのである（第1表）。

この動きは人口指数からも読み取ることが出来る。1920年の人口を100とすれば1950年に

は地方が1349であり，大桑の946から大町の18臥3におよんでいた。そして1920－50年には
大桑村以外の全市町村の人口が増加した。なお大桑村も1920－－50年にわずかに5％強の人口　　　　　　　　　　　　　　　一

の減少を示したに過ぎな⇒・った。1950年の人口を100とすれば1985年には中信地方が1侃2で
あり，美麻の379から波田の1448におよぶのであるが，1950－85年には松本，塩尻，波田，　　　　　　　　‘

豊科，穂高，三郷，大町，松月L白馬などの九ケ市町村が100を超えているに過ぎない（第2

表）。とくに白馬と美鷹とは隣接しているのにきわめて対照的である。白馬の人口指数が

10巳4であるのに，美麻にそれは3乳9である。美麻の人口はこの35年間に激減してしまい，

1985年の人口は1950年の人口の三分の一強に過ぎないのである（5万分の1地形図「大町，

白馬岳」参照）。

2　白馬と美麻を含む大町・北安曇地区（大北地区）について視寿をしぼってみよう。中核
一
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第2衷人　口　指数
・】．920：＝100　・　　　　　　1950＝：1⑪O

1950　　　　　　　　　　　　　　1970　　　　　　　　　　　　　　1980　　　　　　　　　　　　　　1985

木曽福島　　　　　13al　　　　　　gao　　　　　　8臥5　　　　　　　7軌5
上　　松　　　　　13ag　　　　　　ga3　　　　　　8生8　　　　　　　8上6
南　木　曽　　　　　　　　　　125．8　　　　　　　　　　　　　　78b2　　　　　　　　　　　　　　65．1　　　　　　　　　　　　　　63、、1

楓　川．　　12a7　　　　　8乳1　　　　　8塩5　　　　’7a5
木　　祖　　　　　12＆5　　　　　　　8乳3　　　　　　　83、6　　　　　　　86。2
日　　　　義　　　　　　　　　12｛L6　　　　’　　　　　　　　9＆4　　　　　　　　　　　　　99ξ5　　　　　　　　　　　　　97．2

囲　　　田　　　　　　12a8　　　　　　　　　7孔3　　　　　　　　62．8　　　　「　∴　昌59．5

三　　岳　　　　　11a8　　　　　F6＆0　　　　　　58．0　　　　　　57．9
王　　滝　　　　　14住0　　　　　¶52．9　　　　　　4上3　　　　　　3軌9
大　　　　桑　　　F　　　　　　94」8　　　　　　　　　　　　　　86．1　　　　　　　　　　　　　　76、6’－　b　　　　　　　　75L9

山　　口　　　　　　12Z2　　　　　　　　7乱8　　　　　　　　6＆5　　　　　　　　6a6

松　　本　　　　142．8　　　　　　11a7　　　　　　12｛LO　　　－　　13M
塩　　　　尻　　　　　　　　　　14a4　　　　　　　　　　　　　10臥3　　　　　　　　　　　　　131．4　　　　　　　　　　　　　13軌9

明　　　　科、　　　　　　　　　12a8　　　　　　　　　　　　　　825　　　　　　　　　　　　　　84．7　　　　　　　　　　　　　　84■0

四　　賀1　　　’116」7　　　　　　　6乳5　　　　　　　6虫2　’1　　　　6a5
本　　　　城　　　　　　　　　　10甑4　　　　　　　　　　　　　　6｛L5　　　　　　　　　　　　　　63■6　　　　　　　　　　　　　　61．7

坂　．北　　　　12a5　　　　　7L7　　　　　β脇　　　　　6a5
麻　　績　　　　　128．4　　　　　　　π1　　　　　　　6a6　　　　　　　65．O
坂　　　　夢軒　　　　　　　　　　120．8　　　　　　　　　　　　　　　7a　6　　　　　　　　　　　　　　　6乳1　　　　　　　　　　　　　　　66閣3

生　　坂　一　　　U50　　　　　　61．6　　　　　　5a5　　　　　　4＆5
波　　　田　　　　　　玉36．9　　　　　　　　10a2　　　　　　　　13ao　　　　　　　　1448
1」」　　　形　　　　　　　　　　13＆3　　　　　　　　　　　　　　7a8　　　　　　　　　　　　　　8乱0　　　　　　　　　　　　　　9＆3

朝　　　　日　　　　　　　　　　124．6　　　　　　　　　　　　　　8a　5　　　　　　　　　　　　　　80刷5　　　　　　　　　　　　　　82．0

豊　科　　　135．8　　　　10“7　　　　11甑7　　　　12生3
穂　　　　高　　　　　　　　　　139．6・　　　　　　　　　　　　　9］LO　「　　　　　　　　　　　　10！乱1　　　　　　　　　　　　’113」4

奈　　　　」il・　　　　　　　　　131．5　　　　　　　　　　　　　　6a4　　　，　　　　　　　　　　65。7　　　　　　　　　　　　　　6a4

安　　曇　　　　　119．1　　　　　　74．5　　　　　　7年5　　　　　　7翫6
梓　　　　Jll　　　　　　　　　　115．2　　　　　　　　　　　　　　85．2　　　　　　　　　　　　　　855　　　　　　－　　　　　　　8孔3

≡三　　　　郷　　　　　　　　　　133」5　’　－　　　　　　　　　　　8駄4　　　　　　　　　　　　　10軌9　　　　　　　　　　　　　12〔L9

掘　　金　　　　　12臥5　　　　　　81．9　　　　　　8↓1　　　　　　91・3

大　　町　　　　　185．3　・　一　，1046　．　　　　10a1　　．　　　　10住4
池　　田　　　　　U8．3　　　　　　　8a1　　　　　　　8臥0　　　　　　　8巳4

松　　川　　　　　170．3．　　－　　106・7　　　　　　12a1’　　　　　13λ8
ノ、　　　坂　　　　　　　　　　112．2　　　　　　　』’　　　．　5＆6　　　　　　　　　　　　　’4乳0　　　　　　　’　『　　　　4｛凱9

　1e…　　　麻　　　　：　　　　　工02瓢5　　　　　　　　　　　　　　51．3　　　　　　　　　　　　　　40．5　　　　　　　　　　　　　　3乳9

白　　馬　　　’　　工2臥9　・　　　　　　　8d．8　　　　　　　　9巳1　　　’　　　　10a7

’　4、　　　谷　　　　．　　　　－　10乳6　　　　　　　　　　　　　　71．2　　　　　　　　　　　　　　62i4　　　　　　　　　　　　　　’5｛洗8

中信地方　　　　　13生9　　　　　　　9乳0　　　　　　1045　　　　　　10乳2
個　　数　　　　　　　37　　　　　　　　37　　　　　　　　37　　　　　　　　37
最　　　　大，　　　　　　　　　1853　　　　　　　　　　　　　116曹7　　　　　　　　　　　　　13ao　　　　　　　　　　　　　ユ44．8

最　　　　4、　　　　　　　　　　9生6　　　　　　　　　　　　　　51．3　　　　　　　　　　　　　　40三5　　　　　　　　　　　　　　3乳9

範　　　　囲　　　　　　　　　　　9（L7　　　　　　　　　　　　　　6臥4　　　　　　　　　　　　　　ga　5　　　　　　　　　　　・’　10巳9

平　　均　　　　　12孔7　　　　　　　81．7　　　　　　　82．4　　　　　　　呂a5
標準偏差　　　　　　　　　　　1｛L5　　　　　　　　　　　　　　1生9　　　　　　　　　　　　　　2生4　　　　　　　　　　　　　　2乳8

．　　　　変動係数　　　　　　　　　　　　12弓9　　　　　　　　　　　　　　　　18辱2　　　　　　　　　　　　　　　　2956　　　　　　　　　　　　　　　　33●3

第1表と同じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
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都市大町のシェアは1947年に大北地区の人ロ総数の40、9％，1975年には51．1％であったが，

1985年には48．6％に低下している。地区の各町村の人ロは1920年から1950年以前は漸増傾向

にあったが，それ以後は複雑であり，1955年以降八坂，美麻，小谷などが各5年間に10％を

超える減少率を示すことが多くなった。他方，池田，松川，白馬などは1970年以降増加傾向

を示している（第ユ表，第2衷の関係部分参照）。

　　　　　’謔闖ﾚ細にみるために資料を合併以前の「旧町村」単位に組み直してみた。合併に当たっ
て旧町村を二から三に分割した瑛例があるので，これの観察はとくに注意を要する。そのよ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　暉

うな事例において当然の事ではあるが，小学校の通学区を独自に持つことが困難になってく

る。そしてこれが旧町村の範域においての社会統合を緩やかにし人口の減少を促し，さらに

それが関係機関の維持を困難にして，人自の減少をより一層加速するのである．分割するこ

となしに合併に応じたとしても，当該の旧町村が役場所在地であるかどうかという問題が残

る。というのは役場それ自体が諸機関の集積を大きく規定し，それが町村内の「過疎・過密」

　　　　‘��ｫ起こすことになりやすいからである。

19彦0年の人口は陸郷の698人から大町の7，159人に分布したが，1985年の人口は同じ陸郷の

151人から大町の18，032人におよぶのである。1920年の変動係数が4a　6であったのに対して

1985年のそれがIO6．8であるのは，それだけ分布の範囲が広くなったこと，つまり過疎一過

密，あるいは人口分布の不均等化現象がより深化したことを意味する。そしてこれはこの小

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一n区においても1950－55年前後から顕著になったとみられる。

この地区の旧町村は人口指数の推移において中信地区のそれによく似た傾向を示すが，

1920年の人口を100とすれば，1950年には大町の246．0が注目される。これは大町が北安曇郡

の中核都市であったことに加えて，戦前一戦時期に水力電源を指向するいくつかの工場が立

地したからである。そして北小谷を除く各旧町村のずべてが1920－－950年に人口を増カロさせ

ており，その北小谷もこの間にその人口を2．0％弱減少したに過ぎなかった。

他方，1950年の人ロを100とすれば，1985年の人ロは大町，平，常盤，社（以上は大町市），

池田，会染，松川，北城などが100を超えているのに対して，広津，陸郷，八坂，美麻，中

土，北小谷などはいずれも50未満に低下してしまった。後者は1950－85年に人口が半減した

のである。人口が激減したもgのうち，七貴，陸郷，広津，八坂などは旧町村を構成してい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もｽ諸集落が二分あるいは三分した事例であり，中土，北小谷などは合併以前に持っていた役
場を合併以後は持たなくなった事例である。美麻は分割もせず，役場もあり，合併を行わな　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

かった事例であるが，人口を激減させてその指数は37．9となった。すなわち1985年の美麻の

人口は1950年の40％をも維持していないのである（第3表）。

3　ここで焦点を白馬と美麻に結ぶことにする。まず再び中信，大北，白馬，神城，北城，

美麻を取り上げてみよう（第4表）。この表にあるそれぞれの人口の推移は第2図に掲載し

た。1920－1950年にはいずれもほぼ同様に人ロを推移させた。これは人口の5年ごとの増減

比についても同様である（第3図）。ところが1950年以降は上限と下限の幅が拡大し続ける。

すなわち人口の増減に集約される社会変動が，1950年以前には関係各町村において大差なく

類似して現れたのに対して，1950年以降の「高度成長」に関連する社会変動はそれぞれの町

村においてある程度個性的准特徴ある動きを示したのである。

両村の年齢別・男女別人ロを1960（昭和35）年と1985（昭和60）年において見る（第5，



4召

凶　卜　面巾　ゆ oう　o　o　－lo o　σ｝　o 卜　凶 F咽　σ｝　ゆ にト国一一寸頓㊤口o噛　協　型n　o 一　国　oo・u自　祠 σ｝　o　セー 卜■　r宇 的　亭q　σ口 頓一【り1ΩOQ　．・．　．鵬9う o　m　r守　卜訥　　　　　●　　　　　，　　　　　再 的　四　9陰　1－｛　卜“　　　　　A go　マ　嶋畠　　　　　鴨　　　　　“ 寸　r字嵐　　　　　　楡 gg　o　卜隔　　　　　職 ト　　　　〇　－　qq　【㌔　o自　o晶　　　　h　　　　“　齪1　σ｝　o

go　ゆ　頓　㎝ 瞬　マ 口｝　1一電　一 国　　【Ω oq　セー1 燈　　　　oo　　　卜　σコ　1一噌　一

一 〇　　　　一　　　　一祠　Pう　r申

o　ト　寸　o uゐ　瞬　ト　く∋　c唱 o　亡う　寸 ρ◎　自う o自　℃㌔　1Ω o卜㊤⇔ゆロロ㎝q 瞬　卜　og　o 困　σ｝　oう　F朔　rΨ σ｝　〇　一 o　軸 的　σO　r串 切一」帰一寸　一　．　・09 卜　oo　一　ト 嶋　㊤　鴫「61ト 寸　協　o 寸　卜 ゆ　Q　扁 鴫r　　　t㌔　国　岨　o　o　σ｝
．　　　　　●　　　　　畠　　　　　一 ●　　　　　　輌 “　　　　　・　　　　　鵬 凸　　　　　“ 隔　　　　　，　　　　　， 偏　　　　　輌　　　　　輌　［一噸　卜　o

OQ　」Ω　o　㎝ ゆ　㎝ 卜　1一明　H oq　r♂ 帆　H　H o　　　　口o　　　oo　σ2　凶　一
一 o　　　　層一1　　　1－¢　自う　寸

o　の　o　o ㎝　H　ゆ　σ塾　ゆ 口　卜　o ㎝　o辱 oo　o　一 ゆトoローH寸笛嶋 Lr｝　」：｝　r字　go ㎝　r学　r啓　」Ω　聞自 蟹⊃　¢噸　罫 go　望一 Ψ　o　oo 帆一噴ゆゆ　．　．　．
卜 卜　O　ト　Φ 韓　「さ　め　04　卜 go　卜　℃隔 印う　一 αo　瓠　一 曲　　卜N寸o學・鴎国

■　　　　　輌　　　　　駒　　　　　“ 隔　　　　　画 畠　　　　　醜　　　　　畠 驕　　　　　噛 蒋　　　　　A　　　　　隔 ．　　　　　q　　　　　畠　■－1　一　　一

⇔　均　旧　㎝ u自　笛 ㊤　一　桝 N　r岬 国　一　一 ¢　　　　く♪　　　ゆ　ゆ　糟　一
一 〇　　　　一　　　　肖　o◎　r押

09　寸　7→　u踵 oq　「曽「　自つ　o◎　一 1司　r鵠「　寸 凶　o oo　創1　印辱 卜卜9⇔1ρうゆ1Ωqoo 印つ　ゆ　ゆ　ト r字　く詩　卜　㊤　【㌧ 一　ト■　r甲 u臨　守 騨■噸　σ｝　σo 血一〇うo卜　．　．　・
卜 ㎝　r学　r甲　o o　国　ト　ゆ9　駐鴨 ζq　oう　Q 頃う　σ｝ o　「炉　孕亭 LΩ　　　｛関　｛挿　oo　ト　「守　響一咄

‘　　　　　“　　　　　“　　　　　桐

艨@寸　瞬　｛団
鴨　　　　　　晶

u　oり
麟　　　　　隔　　　　　輌

ﾚ　一　㎝
輌　　　　　輌

m　co
“　　　　　一　　　　　胸

暑T　一し騨4
“　　　　隔　　　　・　σ｝　囲　一

｡　　’σ｝　　　qo　卜　凶　一

H 監口　　　　祠　　　　，一咽　自う　寸

σ｝　o　▼→　σき o　噌「　昏1　』臣　卜 卜，oo　1Ω く∋　｛N oo　寸　鳴 Nトゆの「Ψ畑oo　1Ωn 卜　oo　o　均 一　的　㊤　o　o 00　マ　」n 国　」Ω oo　o　o ㎝一ト〇一　．　．　“o セ畠｛　卜冒　oq　oう σ｝　r宇　σ｝　r学　oo Fl　5】　o 昭5　0 o◎　αo　o セ呵　　　▼周　r申　卜　賦）　r串　「岬
■　　　　　軸　　　　　“　　　　　“ 噺　　　　　A “　　　　　“　　　　　“ 晶　　　　　　晶 劇　　　　　●　　　　　畠 ．　　　　輌　　　　＾　野　N　O

ゆ　r電rの　蔚 1冒「　掌◎ o　蔚　N 亭】　「可 o辱　F朔　一 卜　　　　⇔　　　　qo　σ｝．帽　F司

一 o　　　　¶一引　　　F噌oウ　r岬　　．
、

o
σ｝　－　r岬　卜F咽　冤F　σ》　σ｝ 、卓う　⇔　99　肖　oo，・n　【㌔　O　O　L自 ∈｝　OQ　瞬o　o　国 σ｝　寸一　〇 寸　r字　σ1

ｦ　o　鴎
噂’トゆ一〇Q⇔ooαトー－〇一　．　．　．

「

咀 ㊤　印⊃　山Ω　LΩ ゆ　〇　－　o　go へ1　卜　o◎ go　F帽 卜・　｛諦　　σ1 rJ　　　　o　o　o　蔚　σ訥　卜r
崎 A　　　　　A　　　　　A　　　　　A “°　　　幽　　　　　h “　　　　　A　　　　　“ 畠　　　　　● 馬　　　　　輌　　　　　畠 輌　　’　隔　　　　画　㎝　o曙　σ｝
qo σ｝　卜　o　㎝ 寸　P◎　F嘲 o　㎝　自う ㎝　寸 o辱　骨q　一 oう　　　σ｝　’　σ｝　o◎　N　　・
1 一 トー　　　－　　　　F｛　「ピr　r串

o㎝
ゆ ⇔　一　・－60 象㌔　r宇　｛⊃　■－1σ⊃ 国　口｝　⇔ ゆ　ゆ ¢う　ゆ　oつ o卜〇一ゆLΩ㊥㎝一 渦 一　鵬　卜r　o qo　啓q　自弓　7司　o o　山　oう 円　」Ω ㎝　1一曜　o ㎝一一一ゆ　．　．　．瞬 o　σ1　0　r学 q　自　春1　【㌧　σ｝ o　o　卜 ∈｝　F1 ∈∋　r字　o 1一σ　　　o　【㌔　OQ　q◎　¶－1　00

‘　　　　　A　　　　　輌　　　　　A “　　　　　“　　　　　罰 “　　　　　“　　　　　輌 輌　　　　　隣 輌　　　　　軸　　　　　“ 隔　　　　晶　　　　畠　go　σ｝　oΩ

口 頃　自◎　F咽 o　oう　o魯 的　r字 「哩　N　蔚 ・→　　　　卜　　　　〇　－　o
m　　　　7｛　　　H　r尊　自う

嘱く．

Q O　、一咽　F咽　O 　，｡　口o　eう　rq「し⇔ 国　σ｝　αう O　F司 亭1　rφ　oo ゆト9寸O頓寸oo細 o 一　〇　ト　ゆ 崩　町コ　r学　卜　」Ω’ 一　σ⊃　口o 卜・　」降 駈う　⇔　国 Od1→卜㎝　．　．　、軒 嘘 o　σ》　O　r字 ¢唾　o　co　卜　○ ゆ　一　口 H　凶 ゆ　1守　自 く∋　　　o　卜　go　」Ω　ト　頓

h 輌　　　　　凸　　　　　●　　　　　乱 ●　　　　　戯　　　　　画　　　　　　　　　　　昌 鴨　　　　　幽　　　　　A “　　　　　‘ 輌　　　　　属　　　　　噛 畠　　　　・　　　　＾σ唇　卜　OQ
且 卜　r串　n　艦刈 協　r字　一・　　一 鵬　oq　o◎ o◎　rド ㎝　㎝　一 ㎝　　　　卜　　　　qコ　蔚　o
国 一 ト　　　　ー　　　　－　r押　自⊃

一凶
翌

卜

㊤　・一犀　qg　凶」Ω　σ｝　1咽　o 可　r申　α⊃　αコ　㎝一　ゆ　σ｝　o　oo

一　一　〇
ｶo　o　¢覇 ㎝　o序D　国

卜b　ζ鴨　orさ　一　¶－1

o卜oqo㎝qOPりのgー1Ωoqo　・　．　，・』 マ ｛団　o伽　o　【o 亡自　一　㎝　卜　o 〇　一　ゆ 一　　マ 祠　寸　o 00　　N．卜蝉口鴎一『艦 “　　　　　酬　　　　　鴨　　　　　偶 ，　　　　　価　　　　　，　　　　　　　　　　　伽

?@守　一　　　　H
騒　　　　　輌　　　　　属

k自　㎝　印伽
精　　　　　A

序W　寸
輌　　　　　顧　　　　　隔

t　骨噸　oq
隔　　　　輌　　　　“o噂　卜　o㊤O　　　　ゆ　　　　」自　・一噌　0う

g　　　甲→　　　F咽rず　ぴう
一

楓． 卜　∈訥o噛　・一唱 笛　劃自　σ｝　o　唱∋ ㊤　r電「　σ｝ ト　1－1 ㎝　σ1　骨o

口卜卜oトー－ooo o寸 じ舳　凶　卜　r字
ﾐ｝　ロリ　咀　｛N

面辱　頃　ゆ　q　o9㎝　「岬　F｛　卜．の 卜　00　F咽一　〇〇　ト σP　トトL卜 ¢｝卜　ooo　｛NI　1一噛

1Ω一トo卜　．　・　・福X　　　ゆ　ト　㎝　甲→　頃　L自

熱 h　　　　　●　　　　　輌　　　　　■

p　O　rげ　m
●　　　　　・　　　　　“

?@願◎　一噌
輌　　　　　輌　　　　　“

轣@｛N　Cり
■　　　　　輌

?早@ロ伽
．　　　　　亀　　　　　覇

盾潤@壱覇　亡9
隔　　　　画　　　　偶eく　笛　卜

吹p　　　㎝　　　　｛N　唖　o

H 一

L自　　　1一噛　　　一　師　m

騒飾

卜　O　r字　㊤自う　一　ゆ　一 o　αコ　国　燈　oo一　σ｝　σ｝　σ1　ゆ

o　o　7司
潤@σ｝　じq

一　qorド　㎝ o　u亀　ooo　qo　㎝ 　　　Lm卜卜坦Hゆoop一〇〇口噂　．　．　．7 oり o　セ→　r躍「　冒q ㎝　0　1一司　o　回9 σ｝　oo　ト ロo　o ロO　r岬　9口

可”　oooo一笛“　　　　　“　　　　　“　　　　　A

n　r串　畔　㎝
●　　　　　　A　　　　　　隔

｡　孕う　1－1
偶　　　　　“　　　　　“

ｩう　oq　oう
畠　　　　　A

p　「さ
“　　　　　馬　　　　　駒

?早@N　F州
“　　　　．　　　　隔　og　oo　o

曹潤@　　∈｝　　　σ｝　r申・一・
【 協　　　　・■1　　　　　0・㎝

o
¶ド　OQ　ゆ　oσう　O　P　の 卜コ　qコ　的　卜　一1’

潤@m　卜　cq　国
ト　団ド　ー
潤@ζ団　o

eq　の
ﾚ〕　o馳

一　〇　〇・
P一咽　孕つ　・岬 ゆト目卜』マ㎝鵬一№処齊辯p一　．　．　．

的 一　〇　σ｝　一 θ　〇　一　亀㌔　σ頴 卜　頓｝　卜 t㌔　論 L自　1－1㊤ r串　　　Pう　ト　o　o　ヒ㌔　o
■　　　　　A　　　　L　“　　　　　A

ﾐ｝　ロう　oう　蔚
“　　　　　A　　　　　“

v降　n唱　F《
A　　　　“　　　　嘔

ｩつ　oq　o唱
A　　　　　“

ﾖ1　n◎
“　　　　　隔　　　　　“

ﾐ｝　亭】　1一咽
輌　　　　　隣　　　　　唇　o　じ電　o

r　　　七σ凄　　　oo　ロ　σ｝
m　　　　　　　　　　　σう　冒一1一

鴎帆
砿コ　o　⇔　卜・
h黶@卜噛　㎝　oう
戟@Q　ト　ー

σ｝　ぜ　己⊃　t㌔　oo
潤@σ｝　σ｝　gq　ooog　uう　o　¢　qQ

寸　ゆ　ρう
潤@口o　Ψ幽Ω　卜　卜

oo　噴
w∋　軸
潤@σo

o　o　・蝉σ｝　oo　α｝『「　｛N　婚

一ト㊤卜窃儒o噛oog例卜ooヒqo　．　．　．
J　　頃㊤蘭口◎o・㊤職　　　　　隔　　　　　麟　　　　　員

�j　・曽1　0⊃　m
員　　　　軸　　　　“

ﾂ　ρう　1一噛
晶　　　　　囁　　　　　職

ｸう　㎝　o唱
“　　　　　“

モ早@ぴ◎
臨　　　　　鵬　　　　　●

X管　国　甲r
輌　　　　画　　　　脚　σき　燈　「｝OQ　　　oo　　　卜　o　ト

m　　　　　　　　　　　　　o◎’H　　　　」

o瓠ゆ ・o　◎q　ト　㎝
t帥　国　6Q　σう
P－1　山⇔　O　F噌

卜　o　o　ロo　o
｡　σ⊃　ト　ゆ　寸
盾､　r甲　¶一引に　9Q

oo　甲→　o
潤@ゆ　or字　go　ロo

馴自　o
ﾐ噂　o
ｰ　o◎

国o　o　1一咽
?@o　qコL帰　Flゆ 一ト⇔的一ゆ寸o．鼈齣Zゆ埠　．　．　．ｿ9　　　－　O　r守　qo　的　ゆ

円 畠　　　　　h　　　　　■　　　　　劇

g　nう　0り　㎝
画　　　　　伽　　　　　“

｡　oう　一
伽　　　　　貞　　　　　h

oう　⇔q　◎う
“　　　　　画

I　o伽’
軌　　　　　巳　　　　　●・o巾　軸　一 偶　　　　血　　　　＾　αo　oO　r芋

潤@　　　：㌔　　　　o　σ｝　r字一

噛

聰自　　　　　　　　　　　N　F→

嘗　調 iヨ嶽是薫蘇 ……ミ騒醤 無鐘 ゆ制釦・占皿脳最細酬嵐・
筒一　釦

を　　音 一陛睡
@暑1雷

→く　甚 嘉くK遜…i里」P 卑く潔 昌』ご］

@〒r
笹弓｝票 く哩蝋麟騨

一



行政町村の集落構成とその人口の推移　　　　　　　　　　　　‘7

n Φ㎝国孕うoo・学卜一〇qう㎝畑ロ㎝og　o塾一 ぐトm一㈹㎝トーgo
ho切9

■　　●　　●　　■　　，　　，　　●　　■　　寧　　●　　■　　．　　，　　・　　・　　．　　．

獅､奮qlΩooq坤一αoo⇒1Ω⇔ON鴎一の一
撃戟@l一習目1門1雫

・　一　　，　．　騨　　・　．　・
潤@　　　ゆ　　騨一r　o　　o噛　F曜　ρう

@　一ザ1一雫
ooo

oゆトoqoマロα卜㎝o㎝ロogo一凶 一トooゆo⇔卜卜卜1 ．　　・　　■　　●　　．　　．　　■　　1　　●　　●　　■　　■　　巳　　・　　…

鴻}o口oうトロじoo一口自りトーマ笛ぜ一
，Fl　．　一　．　，　．　9O　　　　マ　09　㎝　㎝　σ｝　㎞

岨卜

111　〒Tl〒1－T 1－ ｪ㎝1甲
唖卜

トロロトゆ頃畔岬嘔卜φ卜gqロoうマOH帆 qトoqOd一㎝一lo卜

・　　．　　●　　●　　．　　・　　■　　●　　●　　，　　●　　■　　，　　．　　．　　1　　層

po寸一ゆマoqo－ooト寸州冒嶋nqo妤黶@管llT　ITT
．　一　　画　．　・　…

盾､　　　　蛉　　o　o　　ぴ◎　r字　㎝

@　曹噂1一率
o卜

創う祠寸マトqo　oロooo㊤Lo卜goゆ㎝ゆ qoト寸o寸¢9口oう1no

δごぜご面㎡団日ぜ面ご扁ご面6sご
禔@1習IT↑llマ丁マ

．　一　　．　・　…　　　　　　墨
盾早@　　　rφ　的　ト　q口　oo　摩q

戟@笹1早
の岨［oo

凶ooo一ゆトooゆo㊤国oρうトHOﾞ→ご66ごド団6日‘66減dご6P㌣　1－　1　1　丁甲　t　l　〒〒丁　且　」ママ

o卜Hロoゆo印うゆD－1　．　．　．　・　．　．O0　　　　0　　r冒r　r甲　∈［　o　　卜

P　一雫寸〒一守

oo
寸ρo曽o噛電go卜喧一〇〇［ρ箇oρうo自εq 自辱卜孕りこΩ卜〇一ゆ

潔
1ゆ鴎

減め日ぜ面ご6ビぜお著肖ご減ボご面嗣ll日丁了↑〒1口ll ・F1　．　．　・　…ｭつ　　　　口o　n　　o◎　－　　r甲　o

@　でT¢1一雫
餐 げ

寮　且

ゆnlq唖

oooo国ρうトーooの廿国α9国凶ゆ’㎝
Uδδ6酷おsめめ日ぜ●ぜ面面6→@　　　1日II　UI1　　　　　　　　　　　　　■

㎝ト凶回尊うco鳴国DFl　・　噛　・　・　．　．|　　　　rr　αo　n　　㎝　c弓　一

堰@　　l－　1　　雲

@　　　　　　1
く偲一

9n【卜寸

自りσooα〇一じgn回o鴎H｛噸卜Nqo卜o弓9ロ
D　・　…　　　　　　■　　畢　・　…　　　　　　．　　．　・　°　・　　阜
O9㎝o㎝一〇〇mθ摩母寸回一一學◎マθ「調
@H　lll　　l　　　　l口1

㎝卜qq　oo㎝トロ｝トD　7→　　．　．　・　…U　　　　凶　野　卜　⇔　r噌「　o　　　　響一噌　　　　　　go　　－　1　　　　　．　　・　o

1ρう

蕪
卜寸10野

o◎αgoう頓寸㎝卜oo哩P寸Ψ菅OH凶o劍I甑面囎d州§d叫　　　　　　　　　　　　　　「 o卜go卜o頃σaD一　　…　　　　　。　■　，g　　　　ゆ　o　国　「ぐ　σ｝　「甲
ﾚ　　　範　1　　－　　　qコ

9Ψ1山oう

〇－〇－n㊤ゆ聰瞬nうN一ゆのトoうo⊃ｨ・〒粥マ四噌ゴ轡虫　　一　　　r　　凸　　　卜　　．　　　　　． 降卜o鴫ゆ」Ωθ噂D1－1　．　・　，　．　孕　・@　N　qq　⇔　o　o　oρq　　賊　層一｛　rご　　　　　　σ｝

@．．、　1　　　　雪　　1

■■ 凸．．

　　　．占ﾊ「冒¶．．
o印う1口㈹

トロ：hO辱oφo・㊤・6唱o・印辱・一自り副・・一・m一ト』
苣苡B轡蝋騨　　　　　　　　一　　　　　　層

国・卜m’ゆ00P｝回αo
E1一艦　・　．　噛　・　．　．@　⇔　o噂　寸　O　Q　σ」．卜　．．　　1亭◎　一　‘呵亀　　　一　　瞬

@．＿．　1　　　　　一

　　　　　¶F，¶　　．もrrO　〒’」冒　L，1　11’1　°秩@●　〒　■　．　1　b　　　西
一

ooolの

　　　　　　　　’苟尢ﾕo．、o，¢、凶o．ロo，o噂ト寸・論o噂oう・Φ・o・・o

ｽ砺ゴ蒔噸・酬⇔瀕・φ一押
しΩ卜oの一〇〇ゆ守E一　　・　・　…　　　　　，�R　　　「守　一　㊤　oq　面　卜・・　　　　¶■噛　騨■輔　蔚　　　　　　　o　　　　　　　N

国 1 1
　　　　　　　孔　　　　　　　　　　　　b　　’　　．　　7　　　　　　1　　．
秩D、．

旧
貞　　　　　　　　「　　」　　　．

Nl⇔㎝9

ooトトo唖qo　qo岨一切的oo尊．¢．円．，鱒、一 ．、トト．oo騨dσ｝oo9◎D曽→　　．　．　．　・　，　・一⇔◎　　ゆ縛o◎一トロ

@　ー　r－1　頃　　　　　　　ロ0
@　　1　　　　　　「冒

甘認田㈱騨ミ難’熱』勲旧釦
@降　　卑　　　　　　　　　　　　　一←　も

図愚描亜酬麟翌　　　　　　　哩竈

ｳ　　　　　　　暑霞

最鞍鱗醐鞭く辮鞭艀 覗理畷鰹撰降灘楓



48　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．P920＝100　　　　　1950＝冨100
1950　　　　　　　　　　1970　　　　　　　　　　1980　　　　　　　　　　1．985

大　　町　　　　　　246．0　　　　109．2　　　　106．5　　　　102．4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．　　　　平　　　　　　　”　　　　　　　　　140．6　　　　　　　　　　　90．9　　　　　　　　　　108．6　　　　　　　　　　ユ06．2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．

縁增@盤　　　　158．1㍉　　96．8　　　1’08．2　　　113．8・・
’　社　　　　　　　　　　　　　　　　　113．5　　　　　　　　　　107．4　　　　　　　　　　108．4　　　　　　　　　　108．8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．r　　．田，　　　　　120．9　　　　　96．0　　　　105．2　　　　101．i
会　　　　染　　　　　　　　　　　　　　116．1　　　　　　　　　　　81．2　　　　　、　　　　　91．1　　　　　　　　　　104・1

広　　津　　　　　　　114．8　　　　　57．6　　　　　32．5　　　　　28．7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
D　　陸　　．郷　　　　　　　110．9　　　　　46．9　　　　　27．1　　　　　19．5

七　　貴　　　　　　　125．6　　　　　73．1　　　　　70．4　　　　　67β
　　　　　　　　’

ｼ　　川　　　　　¶170．5・　　　106．7　　’　12α8　　　　133．6
ノ、　　　坂　　　　　　　　　　　　　112．2　　　　　　　　　　58．6　　　　　　　　　　47．0　　　　　　　　　　46．9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．

?P　　　城’　　　　　　　　　　　　125．0　　　・　　　　　　74．2　　　　　　　　　　76、0　　　　　　　　　　78．1　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

」ヒ　　　　城　　　　　“『　　　　　　　126．5　　　　　　　　　　　92．7　　　　　　　　　　111．1　　　　　　　　　　128．0　　’

南　4、．谷　　　　　　　　．　　　　110．g　　　　　　　　　　76．4　　　　　　　　　　74．2　　　　　　　　　　72．9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．F．

中　　　　土　　　　．　　　　　　　　工10．8　　　　　　　　　　　62昏1　　　　　　　　　　　45，2　　　　　　　　　　　42．8

北小谷　　　　　　　　98．1　　　　　71．9　　　　　59．5　　　　　4LO

大北地区　　　　　　　141．7　　　　　89。7　　　　　92．3　　　　　92．7・

個　　数　　　　’　　　17’　　L　　　17　　　　　　17’　　　　　　17
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．ﾅ　　　　ブこ　　　　　　　　　　　　　246．0　　　　　　　　　　109．2　　　　　　　　　　126．8　　　　　　　　　　133．6

．最　　　　石、　　　　　　　　　　　　　　98．1．　、　　　　　　　46．9　　　　　　　　．　　27．1　　　　　　　　　　　19．5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」ﾍ　　　’囲1　　　　　　　　　　　　147．9．　　　　’　　　　62．3　　　　　　　　　　99．7　　　　　　　　　　114．0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．ｽ　　均　　　　　　　129．6　　　　　79．6　　　　　78，7　　　　　78．5　　．
標準偏差　　　　　　　　　　　　　　34直3　　　　　　　　　　　19．6　　　　　　　　　　　31．1　　　　　　　　　　　35｝6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L．
E　変動係数’　　　　　　26．5　’　　　24．6　　　　　39．5　　，．　　’45．4

「　　　　　　　　　　　．

14臼

　　　　　　　　　　　　13臼

@　　　　　　　　　　　12a

@　　　　　　ヒ　　　1日巳

@　　　　　　　　　　　9臼　　　　　　　　　　．

@　　　　　　　　　　　　働．　　　　　　　　　　’　「囮

・　．　一　　．　燗　．　．　．　・　　…　　　　　　’　　．　　　　　　．　一　・　・　　．　■　■　●　　虚　軸　●　畳　．　　．　置　凸　一　　■　●　●　●　●　－　曹　■　－　　．　■　，　　．　，　．　　．　．　　r　・　　・　，　．　　齢　層　■　　・　帽

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．∵
c1撫iiiiiii懸i藁嚢i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛

T　　　　　　　　　．　6日　　　　　　　　　　　　　辱 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層
v・昌・・…

@．■一．…　一・・昌・噛．昏邑、．．，．冒．．．」．一．．．層・帽．．°：、＿．帽∴噛．・．幽．」．『．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

弱4臼銅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、・　・　．　．　．　邑　・　．　．　・　亀　尋　●　●　●　●　●　■　●　．　．　■　●　・　邑　■　，　●　●　昏　骨　－　■　■　●　●　●　－　－　－　卿　．　■　O　噛　帽　・　・㌔

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へこ」屯一゜°・・．・，．°

．　　　　　　　　　． 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．P脚　　　’193晒　　　　194日　　　伯き日　　　ig㎝　　　　197日　　　ユ9的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　卜

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　1嚇1四 ．　　　．

．　　　　　　一中信地区い…大北地区…．白馬村．一一神城一一’北城・・一美麻村　　　　　　　　　　　　1

幽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「



行政町村の集落構成とその人鐸の推移 紹

4臼

ｺ
　圏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嘔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

@　　　島Q．＿＿掠．＿＿．＿＿＿．＿．＿．＿＿＿．．．．．．．．．．邑．．．．．．

馬

れ、

　　　四

ﾐ絶
一…

C鎌・…一・………一……・…一・……一

s菱醗《1∴二∴一誕三二
　B

|10
蔦…～≠．…撚課齋…遮

一2日

　、　ξ　　　v　　　　　　　　　、　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　艦　　　　　　　　　　♂　㍉　　’　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　．’’…ヤ～………”…噛………’………’・乱；：二，｛’…………

@　￥
一39

●

192日ト25　　3臼一35　　4睦47　　5聾55　　6匪65　　7匠75　　8昏85
25－3臼　　35－49　　47－59　　弱一｛氾　　65一艶　　75－8日

年　5年間の増城比
一・ ?M地区一・大北地区・一白馬村一一神城一一北城一・美麻村

第3図　白馬村と美麻村の人口の増滅一2　1920－85年

14巴

i3日 ，・甲響響　　　．層・－謄一．…　　　ウ幽■●●■層騨■．．．‘・・‘●●■●■●層■一騨軸●r●●■●■■邑甲“●幽，幽■●■●

ユ2日
…・ U……………・…・一・……・…・…・・……一…・……

1ig ・一・ ｺ…・・…………・……・……・……・……・一………
1ga 一皆・三一・…一・……・一………・一…………

　　　器比

邑ノ’…　　　皆’……’……’顧…’…’－……………’一……’…

m……祉jニニ’へ毛…”…’……’甲”謄”…’………’”－…
率　　・7日　　　6a ’………’……”乱：…∵冒…………”………‘”…

c………一’……’… A・’”��jニ：………’”……－………
甜 ・’凸”…一一…・…・……・ 煤c　・へ：’・…・………・………・
4巳 ・・．．・．，… @　噛゜噛1°・，．，．－■■°，9°ウ・」°，．．°°°・㌔　　゜辱．層凸．．・・．・．’し．°・．・．覧．

鋤
．．．．＿．＿．＿．＿．＿＿＿＿．一＿．眠．．＿響．．、＿．．＿．．．も．　　　　　　　　　　　　　　　ρ卜

露
．－＿．．．引．．＿．．噛．．響＿＿．＿＿＿．．．．．．．．｝ヤ｝．．．＿．．．．、．．．．冒
Q＿＿＿＿＿．．．＿＿＿＿＿＿．＿｝，、¶＿＿＿＿．　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛響・

臼

0－4旭一14｛聾243密344臼一445日一5q　6圃箱イ48｛卜84㈱欄 妊
｝9　15－1925－2935亮3945－4955喝965－6975－79臼5－8995－99

年齢階級（5歳区分）、

一美麻村一白馬村

第4図　年令別人口構成一5歳階級
美麻村と白馬村　昭和35年10月1日

6表）。1960年には白馬の人口総数が美麻の2倍強であったが，年齢別構成割合では大差が

なかった。年齢別構成割合では15歳未満（年少人口）と65歳以上（老年人ロ）において美麻

が白馬をこえ，16－64歳（生産年齢人口）では白馬が美麻を超えるのであった。美麻ば1950

一55年に一一a2％，ついで55－60年に一U．1％の人口減少を示していたが，それが年齢別構
成割合の従属人口の高さとなって現れたのである。工985（嗜和60）年には白馬の人口総数が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P

7，919人で美麻の1，510人の4倍以上になった。ところが年齢別構成割合では16－64歳では美

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’モｪ645．α白馬が659．0であってその差は1．4％で極めて小さい。さらに，15歳未満では白

馬が大きく，65歳以上では美麻が大きな割合になる。これを図示したのが第4図と第5図で

あるが，それによると1960年には人口の年齢別構成割合がほぼ同じと言ってよいほどであっ

た。・さて，1985年はどうか。60年には両者が共に10－14歳階級に最も多くの人口を集めて

（ピークとして）いたが，85年にはそれが同ムではない。美麻が55・－59歳階級をピークとす

るのに対して，白馬は35－39歳階級をピークとしていた。した示って両者のピークには20歳
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第4表　白馬村と美麻村の人口（付中信地方，大北地区）　1920一85

中信地区　　・一大北地区一・…白馬村　　　（神城）・・…　（北城）　　　美麻村

1920　　　　　　　　　349，419・　　　・…　50ゴ811・・…　　一…　5，895・　　　・…　2ガ535　　　　　・　3，360　　　　　　　3，890

1925　　　　　　　　　36タfg98　　　　　　　52，67】1　　　　　　5，993　　　　　　・2，668　　　　　　　3，325　　　　　　　3，743

．月．．凸1一騨昌」噌「1930　　　　　　　　　罫81，359　　　　　　　54，489　　　　　　　6，317．　　　　　　2，782　　　　　　　3，5呂5　　　　　　　2，761　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F

1835　　　　　　　　　389，429・　　　　　58，427　　　　　　　7，469　　　　　　　2，841　　　　　　　4，628　　　　　　　3，721　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巳P940　　　　　　　　　3負4肱乎61　．．．．．、、59，一859　　　　　　　6，旦5，　　　　　　　3，787　　　，　，　3，772　　　　　　　3，719

1947　　　　　　　　　469，305　　　　　　　70，376　　　　　　　7，553　　　　　　　3，133　　　　　　　4」420　　　　　　　3，920

ユ950　　　　　　　　　　471∫401　　　　・　　72，005・　　　　　　7；421　　　　　　　3，170　・　　　　　4，251　　　　　　　3，988

1955　　　　　　　　　　467，β27．、、　　　　71乳工20　　　　　　　7，コ．7S　　　　．－　　3，　P19．　　．．＿」4，工59　　　　　　　3，739

1960　　　　　　　　　466，309　　　　　　　？3，474　　　　　　　6，923　　　　　’　2，819　　　　　　　4，104　　　　　　　3，325

1965　　　　　　　　　459，607　　　　　　　67，122　　　　　　　6，572　　　　　　　2，520　　　　　　　4，052　　　　　　　2，655

1970　　　　　　　　　　457，192　　　　　　　64，557　　　　　　　6，292　　　　　　　2，35琴　　　　　　　3，940　　　　　　　2，044

1975　　　　　　　　　474，763　　　　　　　66，525　　　　　　　6，495　　　　　　　2，383　　　　　　　4，113　　　　　　　1，740

1980　　　　　　　　　　492，630　・　　　　　66，486　　　　　　　7，131　　　　　　　2，408　　　　　　　4，723　　　　　　　1，614

1985　　　　　　　　　505，417　　　　　　　66，766　　　　　　　7，919　　　　　　　2，477　　　　　　　5，442　　　　　　　1，510

1－’』 @「°，【　占一』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　一〒¶　‘「1　　　　「　　1’噛’，一　　　　　一r　’　　　　　　　　　　月

白馬村と美麻村の人ロ指数（付中信地方，’大北地区）　1920－851950＝100

■暫寸L■此凸豊719」■．中信地方：．，．：：：’1犬北地区　　　白馬：村．　’昌一（神城）　、　囑（北城）　　　美麻村

1920　　　　　　　　74免工：も1　　　　『’70．6－　．　　　　　79．，4　　　　℃　　　　8i工’0　　　　　　　7凸79．0　　　　　　　　97，5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11925　　　　　　　　7ア，4－　　　．・　・　73，1　　　　　　　　80．・8　　　　　　　　84ご2　　　　　　　　78．2　　　　　　　　93．9

1930　　　　　　　　80．9　　　　　・　　75三7　　　”　　　　85．1　　　　　－　　87．8　　　　　　－83．2　　　　　　　　69、2　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　　　　　－　　　圃　　　　　　　　辱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　ー　　か　　　　　　■　　．

1935　　　　　　　　111叱5　　　　　　　　115．O－．　　　　　　工26．7　　　　　　．．．112．1　　　　、　　　137．7　　　　　　　　　95．7

　　　　　　　　　　　　　　　LP940　　　　　　　　83‘6　　　　　　　　83．1：　　　　　　　88．・4　　　　　　　　・87．9　　・　　　一㌦88．7　　　　　　　　　93．3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、P947　　　　　　　　99；6　　　　　　　　97．7　　　　　　　　101．8　　　　辱　　”98．8’　一β　　昌104．0　　　　　　　　9呂．3
陶　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　，　　一　　　　　　曹　噌　，　■　9　　r　噛　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　，　　1　．　　　　　　」

1950　　　　　　　　100．－O＿．「　　　　　　100．0、＿．．　　　　＿＿100．O、　　　　コ　、＿．100．．O－　　＿，　　．’100．0　　　　　　　　100．　O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　占1955　　　　　　　＿99．2　　　　　　　　・98．8　　　　　　　　96．7　　　　　　　　95．2　　　　　　　　97P．8　　　　　　　　　93．8

1960　　　　　　　　98．9“’　　　　　102．0　　　　　　　　93。3　　　　・　　　　88，9　　　　　　’　　96．5　　　　　　　　83．4

1965　　　　　　　　97．5　　　　　　　　93．2　　　　　　　　88．6　　　　』　　　79．5　　　　　　　　95．3　　　　　　　　66．6

工970　　　　　　　　97，0　　　　　　　　89．7　　　　　　　　84．8　　　　　　　　74．2　　　　　　　　92、7　　　　　　　　　51．3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　覧1975　　　　　　　　100．7　　　　　　　　92．4　　　　　　　　87．5　　　　　　　　75．2　　　　　　　　96．8　　　　　　　　43．6

1980　　　　　　　　104．5　　　　　　　　92．3　　　　　　　　96．1　　　　　　　　76．0　　　　　　　　111．1　　　　　　　　40．5

1985　　　　　　　　107．2　　　　　　　　　92．7　　　　　　　　106．2　　　　　　　　　r78．1　　　　　　　　128．0　　　　　　　　　37．9

増減比　　　　　　　　　　　　　噌
1920－25’　　　・　4．5　　　　　　　　　　3．7　　　　　　　　－　1．7　　　　　　　　　　5．2　　　　　　　　－1．0　　　　　　　　－3．8
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40－47　　　　　19．1』　　　　　　　17．6　　　　　　　　玉5．2　　　　　　　－12．4　　　　　　　　・17．2　　　　　　　　　5‘4

47－50　　　　　　0・4　　　　　　　　　　2・β　　　　　　　　一1．7　　　　　　　　　　1．2　　　　　　　　」ヨ3．8　　　　－　　　　　1ξ7．「

50－55　　　　　－0・8　　　　　　　　門一1・2　　　　　　　　－3．3．　　　　　　伽一4．8　　　　　　　　、－2．2　　・　　　　：一｛｝．2　　1

55L60　－0・3　　　3・3’　－3r6　　「6．6　　『－1．3．　－U、1
60－65　　　　－1・4　　　　　　　　－a6　　　　　　　　－5、1　　　　　　　－10．6　　　　　　　　－L3’…　　　　　一壱O．2・
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噂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　恥“　　’

75－80　　　　　　3・8　　　　・・　　－O・1　　　　　　　　　9・8　　　　　　　　　1．O　－　　　　　　　14．8．　　1　　　・－7．2、，

180－85　　　　　　2・6　　　　　　　　　0．4　　　　　　　　　11．1　　　　　－　　　2．9　c　　　　い　　15．2・　　　　　　一一｛｝ご4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
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H欝鷺器鰯ε羅辮聡器器灘装　　．
年齢階級

一美麻村…白焉村

第5図　年令別人口構成一一5歳階級
美麻村と白馬村　昭和60年10月1日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　看

の開きがあるのである。

産業別15歳以上就業者数は，1960（昭和35）年には美麻が1，916人であったが，白馬は

4，024人で美麻のそれの2倍であった。最も多いのは共に農業であったが，美麻の総数の7＆9

％をしめ白馬は6＆9％であり，両者の差が10％あったが，饗業が主要な産業であることにか

わりはなかった。1985（昭和60）年はどうか。まず就業者総数が大きく開いた。白馬は4，619

人で美麻の901人となpた。白馬は増加したが，美麻は激減した。その結果白馬の就業者数

は美麻のそれの生6倍以上となってしまった。両者の堤業就業者数は共に激減し，その割合

はそれぞれ18．9％と16，7％になった。すなわち主要産業が変わったのである。美麻めそれが

建設，製造業であるのに対して，白馬のそれがサービスと卸売，小売，飲食業になった。さ

らに1960－85（昭和35－60）年に雇用者数が激増した。美麻では284人から591人へ，白馬で

は907人から2301人へと増加した。それだけではない。雇用者数割合も拡大した。美麻は14、8

％から65．6％へ，白馬では225％から4a8％へと推移した。興味深いことは就業春数が激減

した美麻の雇用者数割合が，一就業・者数が増加した白馬のそれよりも大ぎいことである。白馬

の主婆産業の多くが零細”中小規模の自営業経営から構成されているのに対して，美麻のぞ

れが雇用一雇用兼業から構成されてし・るのではないかと考えられる・齢業者数割合からみた

産業構造が19的年にはほとんど差がなかったの嘱1985年には以上のようになった。美麻が

建設業に重点がある典型的な・「過疎・僻地」を示したのに対してジ白馬は観光・余暇・鯉康　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

産業としての構成を示すようになった（第7，，．．8表，第6，7図）。　：

4　盤業をみよ．う。－19鴎年a月・1・日現在，一農業は美麻302戸…白馬1・056戸であり。白馬は美

麻の3倍以上の農家を持つ。両者はともに第2種兼業農家が最も多く，・総農家数の90％以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，�閧ﾟているが，’兼業の様態に差異がある。「前者は雇用兼業を主どし，特に憧常的勤務が

772％であるのに，後者は自営兼業が33．0％を占め，とくに北城はそれが4a2％を占めるの

である。次に襲業物販売額である。美麻は販売額なしの自給生産艇家力｛61戸，総農家数の

2砿2％であるのに，白馬のそれ｝ま135戸，総農家数の1a召％である。そして美麻の農産家販

売農家のほとんどが販売額100万円未満であるのに対して，白馬のそれは150万円未満で1階
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第7表産業別15歳以上就業者数昭和35年10月1日　美麻村と白馬村　　　　　　十　一聖　　　L～一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雫　　　　　r　　　　　　　　　　－　　　【　’7

一・ @　美麻村・・　　　一’白馬村
引　■　■　1　●　■　　　　　■

．。。．　　　　　　　　　　．実数、　．比率．．　築数　　　比率

→　辱　七　　　山　▼　一　．　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　1　■　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昌　7　邑　　　　　　　　　　　　．　．　幽　．

総　　　　　　　　．数．，．．．．、．　　　　　　　　　　　　　．，，．．　1，9些6　　　　10〔LOI．．．．4p24　　　　　10〔LO

A　　鐸と　　　　．叢＿．．．．　　　　　　　　　　　．＿＿．．．．．，享，巨些1　．　．．　．7昏9，．．．．零，773　　　　　6ag

B　林　　　．業．＿＿．一．　　　　．　．，．＿＿．43　＿＿2←2＿＿＿63　　　　1、6

c　漁　　　．業＿＿＿　　　、＿＿＿　　．．＿．．＿』G＿　　　．Ω馬0．，．．1．　．、O，　　　0．0

D　鉱　　　一業一．＿．　　．一＿＿＿＿＿＿，＿O　　　．』』．＿　＿　3　　　　1L1

E　建　設『i業．＿　　。．　　一　．　＿，、　　108　　＿　5．6－．．＿－32乳　　　　＆0

　　　　Pe　　製　　造　　業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29　　　　　　0．2　　　　　　　86　　　　　　0．8

G　電気，ガス，熱供給，水道業　　　　　　　4　　　〔L2　　　34　　　0．8
H　　運輸，　…亜信業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　垣　　　　46　　　　　　　2●4　　　　　　　173　　　　　　　4．3

1　卸売，小売業，飲食業　　　　　　　　　73』　　3．8　　　172　　　4．3
J　　金融，　保険業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　0．1　　　　　　　15　　　　　　0．4

K不動産業　　　　、
L　サービス業　　　　　　　　　　　　　　　　　　59　　　　3．1　　　　315　　　　乳8

M　公　　　務　　　　　　　　　　　　　　40　　　2，1　　　68　　　工．7

N　分類不能の産業7　　　　　　　　　　　0　1　0．1’　　ユー　　0．0

雇　　　　用　　　　者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　284　　　　　14．8．　　　　　907　　　　　二…2，5

役　　　員　　　　　　　　　　　4　　0．2　　17、　　軌4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

雇人のある業者　　　　　　　　　　　　　　10　　　0．5　　　圏　　　｛L7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丁ﾙ人のない業者　　　　　　　　　　　　　528　　27．6　　1，177　　2軌2

家族従業者　　　　　　　　　　　　1，089卜　’56。8　　1，891　　4乳0
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産業別

・　　　　　　　　’一美麻村…白馬村　　　　　　　　　　　　　　　　一

「　第6図・産業別15歳以上就業者数昭和35年10月1日　美麻村と白馬村・
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第8衷　産業別15歳以上就業者数　昭和60年10月1日　i奨麻村と白馬村　　　’

　　　　　　　　　　　七?ヱｺ　　　　　　白馬村

実数　　　比率　　　実数　　　比率

総　　　　　　　　　数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　901　　　　100曹0　　　　4，619　　　　10〔LO

A　農　　　業　　　　　　　　　　　　　　　170・　　1＆9　　　779　　　16．7

B　林　　　　i業i　　　　　　　　　　　　　　　　　　11　　　　1．2　　　　　15　　　　0。3

C　漁　一　　業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　　　“0　　　　　1　　　　0．0

D　鉱　　　業　　　　　　　　　　　　　　2　　　0．2　　　62　　　1．3

E　建　設　i業　　　　　　　　　　　　　　　　　186　　　20．6　　　　576　　　12．5

F　　製　　造　　業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　269　　　　　2｛L9　　　　　　219　　　　　　4．7

G　電気，ガス，熱供給，水道業”　　3－　　O．3　　　30　　　軌6
H・　運輸，　通｛言業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　42　　　　　　4．7　　　　　　298　　　　　　〔洗5

1卸亮小売叢飲食業　　　　　　47　　a2　　724　颯7　　　　　■

J　　金融，　保険業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　0．4　　　　　　　42　　　　　　0．q

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’j不動産業　　　　　　　　　　一　　　2　　　0．2　　　32　　　0．7
L－Fサービスi業i　　　　　　　　　も“　　　　　128　　　14．2　　　1，738　　　37」6’

’・M・公　・務’　　　　　　　　　　　　39　　’4．3　　　102　　　22

N、分類不能の産業　　　　　　　　　　　　0　　　軌0　　　　7　　　0．O

雇　　用　　者　　　　　　　　　　　　　591　　6臥6　　2，301　　4軌8

役　　　　員，’　　　　　　　　　　　24　　且7’　274　　59
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　一ﾙ人のある業者『　　　　　　　　　　　　14　　　乱6　　　233　　　ao
雇人のない業者　＿．．一＿　一．「．一一一＿．．．166・　．18．4－・一一一79｝一・17、｝　一

家族従業者　　　　　　　　　　　　　106’　1L8　　1，018　　22』　・

4臼

真彗

’　　　3a ……………・・…’………・…・……・……・・ 怐E～………

1餉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　菖　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　竃　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：…………………’………’……’…’……’ξ’…言’……

馬＿糖一脇一洪L　　　　　”　　、　　　諺　　　㍉　　∫　．＿　1＼ジ　・亀一一」　へ
「

臼

白　　　3　　，c　　　n　　　E　　　F　　　G　　　H　．．r　　　J　　　K　　　L　　　風゜　H

産業別」

　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ謔V図　産築別15歳以上就業者数　昭和60年10月1日　美麻麻と白馬村
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級高い。農産物阪売額が500万円以上の専業経営可能な農家階級に臨白馬が9戸を持つが，　　　　　　　　　　　一

美麻は持っていない。両者はともに農産物販売額のなかで稲作1位の幾家を多く持つ。すな

わち美麻のそれが総農家数の8｛L1％で白馬は9乳1％であった。

上記り事からみても経嘗規模が零細であることは明かであるが，美麻の農家はそのほとん

どが1．0㎞未満階級に属し，白馬のそれは1階級上のL5hα未満階級に属する。なお，白馬は

2．0｝皿以上の階級に18戸が属しているが，これらは集落連合あるいは行政村内の中核農家に

当たるかも知れないξ経営規模が零細であれば，農業専従者が少ないことになる。まさにそ

の通りで専従者なしの農家が圧倒的多数を占める。美麻は234戸，総農家数の77・5％であり

白馬は885戸，83．3％である。したがって農家数の80％前後が「休日農家」といってよいほ

どである。

1960年2．月1日現在ではどうか。総農家数は美麻が604戸で白馬が1198戸であるから，1960

一85年間に美麻の漉家総数は50％減少したが，白馬のそれは11．9％の減少に留まって、・る。

経営耕地規模別にみると60年には両者はともにa5－1．0㎞階級に最も多くの農家を集めてこ

れをピークとして分布し，その分布の形にはほとんど差異がないと言ってよい。それが25年

　　　　　　　　　　　〆�o過して85年になると，ピークは依然と，してα5－1．Ohα階級にあるが，注意すべき動きも

ある。それぬ美麻と白馬がともにα3hα未満階級（多くは自給農家）への集中を強めている

ことである。なお，白馬では0．3ha未満階級への集中だけではなく2．0－a　Oha階級Aの：進

出がみられたのである（第9，1α11鶉第8，9図）。

第9表農家・人口　美麻村　白馬村（神城，北城）1985．2．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

美麻村　　　白馬村　　　　（神城）　　　（北城）

総　　農　　家　　数　　　　　　　　　　　　　　　302　　　　　　　　1，056　　　　　　　　　　470　　　　　　　．　　586

専　　　　　　　　　業　　　　　　　　　　　　　　　　19　　　　　　　　　　32　　　　　　　　　　16　　　　　　　　　　16

1　　　　　　　　　舞嚢i　　　　　　　　　　　　　　　　11　　　　　　　　　　　72　　　　　　　　　　　33　　　　　　　　　　　39

皿　’　　　　　　　黄喬i　　　　　　　　　　　　　　272　　　　　　　　　952　　　　　　　　　421　　　　　　　　　531

雇　用　兼　業　　　　　　　　253　　　　　676　　　　　353　　　　　323

（恒常的勤務）　　　　　　　233　　　　612　　　　　319　　　　　293

（出　稼：ぎ）－　　　　　　　　　O　　　　　　ま　’　　1”　‘r　　　　　　o

（日雇・臨時雇）　　　　　　　20　　　　　63　　　　　33　　　　　30

自　営　兼∴業　　　　　　　　　3q＿』　　　　34a＿．、　　ユ01．．　　　　247

（そ　の　他）　　　　　　　　　29　　　　　345　　　　　．99　　　　　246

構　　成　　比　　　・

総凝　家凸数’”　‘’』’‘10010　　　　i百6．σ　凸’覧　10〔L百’　　　10｛Lo

専　　　　　　　　　業　　　　　　　　　　　　　　6‘3　　　　　　・　　　ao　　　　　　　　　　a4　　　　　　　　　b2L7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

雇用　兼　業　　　　　　8a8　　　　64．0　　　　7墨1．．．　　5臥1　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　げ　司・ず　　．　　　　’

（恒常的勤務）　．，　：．　，7乳2、　　　5＆0　　　．6乳9・｝　　　5〔LO

（出　稼　ぎ）　　　　　　　　0、0　　　　　　0．1　　　　　　｛L2　　　　　　〔LO

（日雇・臨時雇）　　　　　　　　　　．6．6　　　　　　　　　6」0　　　　　　　　　1㌦0　　　　　　　　　5、1

自　　営　兼　　業　　　　　　　　　　軌9　　　　　　33、0　　　　　　2L5　　　　　　422

（そ　の　他）　　　　　　　軌6　　　　　3乞7　　　　　21．1　　　　　42．0
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経営耕地規換別農家数198臥2．1

美麻村　　　白馬村　　　（神誠）　　（北誠）

盤　　家　　総　　数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　302　　　　　　1，056　　　　　　　　470　　　　　　　　586

例　　　　外　　　　　　　　　　　　1

O．3hロ未満　　　　　　　　　　　　　83　　　　176　　　　62　　　　114
O．3∩一〔L5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　73　　　　　　　　158　　　　　　　　66　　　　　　　　92

伍5～1．0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1工4　　　　　　　　431　　　　　　　　188　　　　　　　　243

1．O～1．5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23　　　　　　　　206　　　　　　　　103　　　　　　　　103

1．5～ao　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　　　　　　　　　62　　　　　　　　　37　　　　　　　　　25

ao～2L5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　13　　　　　　　　　7　　　　　　　　　6

2L　5～3．0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　1

3‘0～5．0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　1

5．Ohα以上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　1

耕地の借入のある農家　　　　　　　　　59　　　288　　　129　　　159

耕地の貸付けのある農家　　　　　　　　50　　　232　　　121　　　111
構　　成　　比

麗家　総数　　　　　　　　　　10軌0　　　10伍0　　　100．0　　　100．0

例　　　外　　　　　　　　0，3　　軌0　　0．0　　軌。
．　Q，3鞄α未満　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　、2乳5　　、　．＿＿16，7　　　　　　　　1舞2L．、　　一　．　19督5，．

q3～｛L5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24．2　　　　　　　1臥0　　　　　　　14、0　　　　　　　15。7

0●5∩｝1・0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　37●7　　　　　　　　40曹8　　　　　　　　40引0　　　　　　　　4L5

1．0～1．5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7曾6　　　　　　．1｛乱5　．　　　　2L9．、　　　．＿1乳6

1．5ハー2．0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．3　　　　　　　　…乱9　　　　　　　　7．9　　　　　　　　4．3

凸　2」0凡」2’5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．3　　　　　　　　1．2　　　　　　　　］L5　　　　　　　　1．O

2、5～3や0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．6　　　　　　　　LI　　　　　　　　O．2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

一3，0〔一臥O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．3　　　　　　　　0．4　　　　　　　　｛L2

臥Ohα以上　　　　　　　　　　　　　　　　　　軌1　　　　“O　　　　O．2

耕地の借入のある麗家　　　　　　　　1駄5　　　2乳3　　　2孔4　　　2乳1

耕地の貸付けのある農家　　　　　　　1a6　　　2ao　　　2翫7　　　1ag

・

5z

4a8
4呂 ＿＿＿＿＿＿．3〒．τ．＿＿＿＿＿．＿＿．・…………・・

£、

響　錦
刀@　　朗

@　　田

　　　　　　　　、＼・一…　27・5・一一一・‘　’一一…～く‘一一一i－一・・‘…　　一．一…　　一帥一・一帥・・

t＼響　臨
F：灘：：：：：：：職1：：：：：：：：：：：：：1：：：：：：：：：：：　・　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．●　　■a許　　　　　a熱3おa，ぽ1　　　　　　　　　　　　　　　　国■亀畠1■L犀　・■　噛

・　「

臼

｛彊　ト　　　　　　　9．3「臼．5　　　　　La噸L5　　　　　2．臼？．5　　　　　3●6「鼠臼　卜

9．3㎞未渚　　臼，5殉1．9　　L5馬2．0　　2．5笠臼　　臥臼h8以上

軽営耕地規模

一美麻村説戸…白馬柚騰戸…神城燗戸一北城麟戸

第8図　経営耕地規模農家数割合　1985．a1
各村，各地区農家総数＝100
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農業労働力保有状態別震家数　198臥2．1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・@　　　　　噌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

b　　1　　　美麻村’　　白馬村　　　て神城）　　　（北城）

専　従　者　な　し゜：°’凸『　‘…　’　…　『㌧　　　234　　1　　　　　　　885　　　　　　　　　　4正2　　　　　　　　　　㌔473

　　　　　　　　　　　　　　　　，i補助者もいない）　　　　　　　　　　　　　120　　　　　　　　　387　　　　　　　　　216　　　　　　　　　　171

専従考は女子だけ　　　　　　　　21　　　　　84　　　　　32　　　　　52

（1人）　　　　　　　　　　　21　　　　　81　　　　　29　　　　　52

（2人以上）　　　　　　　　　　0　　　　　3　　　　　3　　　　　0

男子専従者がいる　　　　　　　47　　　　　87　　　　　26　　　　　61

（男子1人）　　　　　　　　　46　　　　　84　　　　　24　　　　　60

（男子2人以上）　　　　　　　　1　　　　　3　　　　　2　　　　　1
構　　成　　比．

専従者なし　　　　　　　7乳5　　　　8a8　　　　8乳7　　　　8伍7
（補助者もいない）　　　　　　　　　　　　3軌7　　　　　　　　　3巳6　　　　　　　　　46．0　　　　　　　　　2乳2

専従者は女子だけ　　　　　　　　乳0　　　　　乱0　　　　　6．8　　　　　ag

（1　　人）　　　　　　　　　乳0　　　　7．7　　　　　6．2　　　　8。9
　（2人以上）　　　　　　　　　0．O　　　　O．3　　　　　0．6　　　　　軌O　　　　　　　　　’

j子専従老がいる　　　　　　　1臥6　　　　8．2　　　　5．5　　　　工軌4

（男子1人）　　　　　　　　　1臥2　　　　　ao　　　　　5．1　　　　n2
（男子2人以上）　　　　　　　　住3　　　　　｛L3　　　　　軌4　　　　　0．2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7

_産物販売規模別農家数

美麻村　　　　白馬村　　　　（神城）　　　（北城）

販　売　な　し　　　　　　　　　　61　　　　　135　　　　　54　　　　　81
10万円未満　　　　　　　　　　36　　　　　31　　　　　13　　　辱　18　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

10～50　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　113　　　　　　　　　　303　　　　　　　　　　134　　　　　　　　　　169　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　r

50～100　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　64　　　　　　　　　　319　　　　　　　　　　138　　　　　　　　　　181

100～150　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　18　　　　　　　　　　145　　　　　　　　　　　66　　　　　　　　　　　79

200～300　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　27　　　　　　　　　　　18　　　　　　　　　　　　9

300～500　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　・・＿・　　　7・一　　　　　・・一・　　’3　　　　　　　　　　　　　4

500～700　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　1

700～1000－　　・一・　　　　　　　一　　　　・・一・・一

1000～1500
1500～2000’　’　”“’1「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二　　‘

2000～3000
　　　　馬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

R000万円以上……
総　　1醒と　　家；数　　　　　　　　　　　　　　　　　　302　　　　　　　　1，056　　　　　…　　　　470　　　　　　　　　　586

販売農家総数”』』　『’‘　　　241　　　　’92f…”－　416　占　　　505

同上稲作が1位の農家数　　　　　193‘　　　894　　　　399　　　　495

¥　　成　　比　　　　　　　　　　　　．
阪　　売　　な　雫し・　　　　　　　　　　　　　　2｛L2　　　　　　　　　12，8　　　　　　　　　11．5　　　　　　　　　1a8

10万円未満　　　　　　　　　1L9　　　　2．9　　　　2・8　　　　3．1
10～50　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　37」4　　　　　　　　　2＆7　　　　　　　　　28、5　　　　　　　　　28．8

4　　　　一

50～100　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21．2　　　　　　　　3〔L2　　　　　　　　2｛L4　　　　　　　　50．9
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IOO～150　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6．0　　・　　　　　　13．7　　　　　　　　14．0　　　　　　　　　1a5

150～200　　・　　　　　　　　　　　　　　　　・1．7　　　　　　　　　8．2　　　　　　　　　9‘L一　　　　　　　乳｛5

200～300　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】L7　　　　　　　　　a6　　　　　　　　　乱8　　　　　　　　　1．5
　　　　ウ　　　　■　　　　　　　　　　　←　　伽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F　　　」　　　　　　　　　　1　－　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　1一　　　凸　　　　　LC　　　　　　　　用　一　‘

300～500　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．O　　　　　　　　　　　O．7　　　　　　　　　　　0．6　　　　　　　　　　　0．7

500～700　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔LO　　　　　　　　　　］L5　　　　　　　　　　1．9　　　　　　　　　　1．2

700～1000

販売農家総数　　　　　　　　　7軌8　　　　8乳2　　　　8鼠5　　　　8a2

同上稲作が1位の濃家数　　　　8（L1　　　　9乳1　　　　％g　　　　gao

所有耕地規模別盤家数　1985．2．1

美麻村　　　　白馬村　　　　　（神城）　　　　（北城）

澱…　家　　総　　数　　　　　　　　　　　　302　　　　　　　　　　1，056　　　　　　　　　　　　470　　　　　　　　　　　　586

所有耕地なし　　　　　　　2　　　　　　10　　　　　　2　　　　　　8
軌3h巳未満　　　　　　　　82　　　　　155　　　　　　50　　　　　105
0、3～｛L5　　　　　　　　　　　　　　　68　　　　　　　　　　　149　　　　　　　　　　　　55　　・　　　　　　　　　94

0ぜ5～1．0　　　　　・　　　　　　　　　116　！　　　　　　　　　453　　　　　　　　　　　203　　　　　　　　　　　250

1．0～1．5　　　　　τ　『　　　　　　　　25　　　　　　　　　　　210　　　　　　　　　　　116　　　　　　［　　　　　94

1．5～ao　　　　　：　　　　　　　　　　9　、　　　　　　　　　　61　　　　　　　　　　　　33　　　　　　　　　　　　28

ao～2．5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ2　　　　　　　　　　　　　7　　　　　　　　　　　　　5

名5～3．0　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　4

¥成比
盤家総数　　　1。軌0　　　10軌0　　　10血。　　　1。0・0
所有耕地なし　　　　　　軌7　　　　　0、9　　　　　軌4　　　　　1．4

0騨31正星未満　　　　　　　　　　　　　　2乳2　　　　　　　　　　　1417　　　　　　　　　　　10豊∫｝＿＿＿。＿　　．＿、匙7ごg1

Kτ邑臨一　　　一　＿一　一＿一一＿＿＿一甲一山＿．．愉幽＿＿・一．H．什一，馴　一巳　　一一　層　r－，一　・’聞一　　七量．　　「　・1°レ「暫　L　　－

0．3～〔瓦5　　　　　　　　　　　　　　22監5　　　　　　　　　　　14．1　　　　　　　　　　　1］L7　　　　　　　　　　　16｝0

0．5～1。0　　　　　　　　　　　　　　3＆4　　　　　　　　　　　42幽9　　　　　　　　　　　43．2　　　　　　　　　　42．7

1．O〔一1．5、　　　　　　　　　　　　　　a3　　　　　　　　　　　19」9　　　　　　　　　　　24．7　　　　　　　　　　　1｛工O

1．5～210　　　　　　　　　　　　　　　　εLO　　　　　　　　　　　　5廟8　　　　　　　　　　　　7．0　　　　　　　　　　　　4．8

2．O～a5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．1　　　　　　　　　　　］L5　　　　　　　　　　　0．9

2．5～ao　　　　　　　　－　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　｛L4　　　　　　　　　　　凸O．9　　　　　　　　　　　0．O

3．O～｛瓦0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0●2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0孕3

50ho以上’…1　　　　　　【‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　辱　　　　　　　　　　　　　　　　　白

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　盟ｱの動きに注意するために第10図を用意した。1960年㊧資峰営耕地規模別農家数を100と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「占・…

してこれに対応ナる1985年の各階級の農業数の増減比を算出して図示し規図上aoとある

のは1960－85年に増減無しであることを示す。－10α0とあるのは・1960年にある数の農業が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ｻの階級に属し泥のであるカ㍉1985年に皆無になったことを示す。縦軸に増減比をとり横軸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ﾉ経営耕地規模をとると，まず眼にづくめが0；3h註朱満階級繁あ観美麻と白馬の増加比の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　「@　　　　　　　　　　　　　　　七　　響sークがともにそεにある。美麻13ス1と掬馬69」2とである。次に美麻はα5haから2・5haま

での4階級のすべてにおいて一gaoにおたる減少を示すカな白馬はそれと同じではなし㌔白

馬はa3haからa　Ohaまでの4階級において一a　1から一41．3にわたる減少を示すが，　a　Oha

からaOhaまでの2階級では増加していた。すなあち美麻での全面的な経営耕地規模の縮小



ao

、第10表経営耕地規模別農家数1960．2．1

美麻村　　　　白馬村　　　　（神城）　　　（北城）

農　・家　　総　　数　　　一　　　　　　　　　　　　604　　　　　　　　1，198　　　　　　　　　532　　　　　　　　　666

例・　外　　　　　　　　。　　　　1　　　　1　　　　0
O．3hα未満　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35　　　　　　　　　　104　　　　　　　　　　　49　　　　　　　　　　　55

O．3｛－0、5　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　53　　　　　　　　　　163　　　　　　　　　　　70　　　　　　　　　　　93

　　　　　　　　　　　Pnご5～1．0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　275　　　　　　　　　486　　　　　　　　　239　　　　　　　　　267

’F－「1「一’．昌1．－－1－一1．0～1．5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　204　　　　　　　　　　351　　　　　　　　　　160　　　　　　　　　　191

1．5～210　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　33　　　　　　　　　　　74　　　　　　　　　　　26　　　　　　　　　　　48

ao～2．5　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　4　　　　　　　　　　　11　　　　　　　　　　　7　　　　　　　　　　　　4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．1Q．5～3慶O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　4

・　　　3．0～5．0　丁『　　　　　　　　　　　　　　　　　T　　O　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　『0　　　　　　　　　　　　4『　　　　　　　　　　　　　　　　1

5．Ohα以上

構　．成　　比　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

農家　総数　　　　　　　10〔LO　　　　IO（LO　　　　100．0　　　　100．OI　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽

例　　　外　　　　　’　　　　　ao　　　　　〔L1　・　　　（L2　　　　．O．0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

“3hα未満　　　　　　　　　　臥8　　　　＆7・　　　　9．2　　　　・a3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

0．3～0．5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8i8　　　　　　　　13．6　　　　　　　　　13．2　　　　　　　　　14．0

0．5～1．0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　45．5　　　　　　　　　40．6　　　　　　　　　44．9　　　　　　　　・40．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

1．0～1．5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3a　8　　　　　　　　2｛L　3　　　　　　　　30．1　　　　　　・　28r　7

1．5～2，0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　55　　　　　　　　　6．2　　　　　　　　　4』9　　　　　　・・　7’2

ao～a5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛L7　　　　　　　　　　｛L9　　　　　　　　　　］L3　　　　　　　　　　0．6

2」5～3．O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔L3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．6

3．O～5．O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（L3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（L6　　　　　　　　　　　　．

臥Ohロ以上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

貿　　　　　　　幽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乙．
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第11表　経営i耕地規模別農家数の増減　1960～8臥λ1

美麻村　　　　　　白馬村　　　　　　（神城）　　　　（北城）

濃家総数　　　一302　　　　　－142　　　　　　－62　　　　　－80
例　　　外　　　　　　1　　　　　　　－1　　　　　　－1　　　　　　0

O．3㎞未満　　　　　　48　　　　　　　72．　　　　　　13．　　　　　59
O．3～065　　　　　　　　　　　　20　　　　　　　　　　　　　　・－5　　，　　　　　　　　　　　－4　　　　　　　　　　　　－1

0．5～1．O　　　　　　　　　　－161　　　　　　　　　　　　－55　　　　　　　　　　　　－51　　　　　　　　　　　－24　　　　　　　　　　　　　　　占

1．0～1．5　　　　　　　　　　－181　　　　　　　　　　　　－145　　　　　　　　　　　　←－57　　　　　　　　　　　－－88

1．5～2．O　　　　　　　　　　　－26　　　　　　　　　　　　　－12　　　　　　　　　　　　　　11　　　　　　　　　　　一一23

　　　　　　・Q．O～2．5　　　　　　　　　　　　－3　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　2

2．5－一aO　　　　　　　　　　　　　O　　、　噌　　　　　一　　　　2　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　－3

3置0～5．0　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　－1　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　h－3

5．O㎞以上　　　　　　O　　　　　　　I　　　　　　　O　　　　　　1
増　　減　　比

丑蔓三　家　　総　　数　　　　一50。0　　　　　　　　　　　－1169　　　　　　　　　　　－－1L7　　　　　　　　　－12璽O

例　　　外　　　　　　　　　　　　一100．O　　　　　－IO軌O

｛L3ho未満　　，　　13乳1　　　　　　6乳2　　　　　　2a　5　　　　　10乳3

0．3～O．5　　　　　　　　　　　3乳7　　　　　　　　　　　　－3雪1　　　　　　　　　　　　－5．7　　　　　　　　　　－L主

O．5～1．0　　　　　　　　　－5a　5　　　　　　　　　　－11．3　　　　　　　　　　－21．3　　　　　　　　　－9．　O

1．0【》1．5　　　　　　　　　－88．7　　　　　　　　　　　－41．3　　　　　　　　　　　　35．6　　　　　　　　　－4｛洗王

1．5～2．O　　　　　　　　　「門78．8　　　　　　　　　　－16．2　　　　　　　　　　　　42．3　　　　　　　　　－－47、9

2。0～2．5　　　　　　　　　　－75．0　　　　　　　　　　　　　18．2　　　　　　　　　　　　　　0．0　　　　　　　　　　　50、0

a5～3．0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50．0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－75．0

3咽0～5．O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－25．　O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－75．0

臥Ohα以上

15日

i3？」

　　1聞
　　一’…’”六…’’’”………”………’　　　　　　，　、　　　　　ノ鈴ξ㌔

苟ﾔ議輸舶凝　　＼　州　　　　例外

O．3hヨラ購　　　　9幽5肖L臼　　　　i．5「2，臼　　　　歪．5喩日　　　5．9h8以」：　　6唾3「ヨ、5　　　　1．9坤1．5　　　　2．日悔2．5　　　　3．O‘r5．臼

経営耕地規模

一美麻村一・白馬村…神城一一北城

第10図　経営耕地規模別濃家数増減の割合

1960－80，1960＝100
一
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傾向に対して白馬での「両極分解」といったことになった。
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　國一　　　　　　　　　　　　　　凸内　　日　　　　　　　　　　凸　　　　　　　　・r噛　　國　　　　　　　’幽　　　　　h」

5　1970年世界農林業セソサスによれ鵬白馬村は26農業集落から構成されている。神誠

が7集落』北城が19集落を持つ。うち耕地の境界が明かであるのは12集落h山秣原野はそれ

は9集落集落の範囲のそれが9集落であった。どの項目を見ても境界が明確であるのは総

集落数の1／3から1／2しかない。大正末一昭和初期の主な土地所有形態｝劃部落外の中小地

主が支配的と言うのが2集落（森」ち峯方）しかなく，部落内の中小地主が支配的であるの

が1集落（沢渡）しかなかった。従って他の22集落は自作農示支配的であるd5集落）瓶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　》ｩ作農・小作農混在（5集落）かであった。な淑詳細に観察しなければなちないのである

が，これらの集落の多くは土地生産性が低く昭和初期まで外部の資本を引き付ける魅力が乏

しかったのであろう。築落形態は集居が19集落と支配的であるが，散在が4集落あり，駅前

集落である白馬町と農業集落の大出が密居形態をとっていた（第12表）。　　『
美麻村は42集落あり，うち耕地の境界が明かであるのが24集落山林原野めそれが17集落，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　レ

’第12表　白馬村の集落の様態1970年

合併前　　　　　　　　　　　　　　境界　　山林　　集落　　土地所　　集落

町村　　集　　　落　　　　　　　　耕地　　原野　　範囲　　有形態　　形態

神　城　　内　　　山　　　　　　　　　2　　　2　　　2　　　　4　　　3

佐　　　野　　　　　　　　　2　　　2　　　2　　　5　　　3

沢　　　渡　　　　　　　　　2　　　2　　　2　　　　2　　　3
三　日　〒晋i『場　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　2　　　　　　2　　　　　　　　5　　　　　、3

堀　の　内　　　　　　　　　　2　　　2　　　2　　　　5　　　3

飯　　　田　　　　　　　　　2　　　2　　　2　　　　4　　　3
飯　　　　　　森　　　　　　　　　　　　　　　　　『　2「　　　　　2　　　　　　2　”詞　　4　　　　　　3　　’

北　城　　深　　　空　　　　　　　　　1　　　1　　　1　　　　4　　　3

瑞　　穂　　　　　　　　2　　2　　2　　　　　　3
細　　野＿ノ、方　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　1　　　　　　2　　　　　　　　4　　　　　　3

四ツ家一八方口　　　　　　　2　－2　．　2　　　4　　　3
切　久　保　　　　　　　　　　1　　　2　　　2　　　　4　　　3

，落．　　　．．倉　，　　　　　　　　　　　　　　　・1・・　　　2　・’　　　1　　　　　　　　5　　　　　　3

新　　　田　　　　　　　　　2　　　2　　　2　　　　4　　　3

森1　上　　　戸’噛　　　　2　　　2　　’2…’凸’－3　　　3
　　　　　　　　，　　　　　　・磨@　　　　島　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　1　，　　　　1　　　　　　　4　　　妬　　3　　　　　　　　　　，

淳ノ間　　　　　1　・　・』、4：・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨　　　　L　　通　　　　　　　　　　　1　　　1　　　r　　　4　　　3

1野　　　平　　　　　　　　　2　　　2　　　2　，　5　　　ユ
　　　r’　．＿、　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　、・＿一．　　　．’響　　　入　　　・　　　　　　．」　　　　1　　・1　　　　4　　　1－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

大　’　　　出　　　　’　　　　　　　　　　　　・1　　　　　　1　　　　　　1　　　　　　　5　　　　　　4

白　　馬　　町　　　　　　　　　．，…　　　　　　2　・　　　　2．・・　　　2　　　　　　　　4　　　　　　4

蕨　　平　　　　　　　　1　　2　　2　　　4　　3
南　　　方　　　　　　　　　1　　　1　　　1　　　4　　　3

暑i方一峯方，花圃　　　　　　　1　　　1　　　1　　　　3　　　2
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境　界　　　　　山　林　　　　　集　落　　　　　土地所　　　　　　集落

記号　　耕地　　記号　　原野，記号　　範囲　　記号　　有形態　　記号　　形態　　　　　　　　　　　　一

1　　　　　12　　　　　　1　　　　　　9　　　　　　1　　　　　　9　　　　　　1　　　　　　　　0　　　　　　1　　　　　　4

2　　　　　14　　　　　　2　　　　　17　　　　　　2　　　　　17　　　　　　2　　　　　　　1　　　　　　2　　　　　　1

3　　　　　2　　　3　　　19

4　　　　15　　　4　　　2

5　　　　　7　　　5　　　0

合計　　　　　26　　　　　　　　　　　　26　　　　　　　　　　　　26　　　　　　　　　　　　　25　　　　　　　　　　　　26

境界がはっきりしている・…・・1，｝まっきりしていない……2

耕地，山林原野，集蕗箇囲のすぺての境界がはっきりしている……8集落

それらのすべてがはっきりしていない……13集落

大正末期，昭和初期の主な土地所有形態

1　大地主，2　中小地主（在部落），3　中小地主（部落外），4　自作農，5

自作農，小作提混在

集落形態　1　散在，2　散居，3’集居，4　密居

集落範囲のそれが15集落であった。ここでは耕地の境界が明確である集落が半数を超えてい

たが，集落範囲のそれは1／3を超えたにとどまる。土地所有形態は米山，塩の川，万中など
が部落外の中小地主に支配されていたが，他のすべてが部落内に限定されており，しかも自　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　郎

?_が支配的なものが29集落，自作農・小作農混在が10集落となっていた。これも昭和初期

まで白馬と同じかあるいはそれ以上に外部にとって魅力が乏しかったことを示唆している。

集落形態を見ると，散在16集落散居7集落集居19集落などである抵密居集落は皆無で

あった。そして散在集落と散居集落が過半数を超えていたことが，過疎化の進行とその後の

集落再編成に関わる条件の一つであるかもしれない（第13衷）。

6　より詳細に集落を見よう。まず美麻村から始める（第14i菱）。そこでは既に1960年ま

でにこれまでの数個の集落を合わせて1集落にしたものが12集落もある。例えば大濫の東組

は中の凡日骸川下をあわせたものであり，青具の矢地花鼠由久保のよ1うにセソサス

上の1集落をなしても新集落名を持つにいたらないものなどがある。他方居住世帯がないと

思われるものが3集落（高地の品生寒風地女生山）もあったが集落名に廃されていなか
ったようである。42集落は世帯数7戸（長真）から34戸（和田），人ロ19人から190人におよ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

跳1集落平均応9見792人であった。従って集落＝1近隣組程度の規模の集落が多か？

たのである。

1980年には世帯総数が424戸で60年の669戸から245戸も減少し，人口も1，585人で60年の

3・325人からL740人も減少した。集落数も同様に42集落から33集落へと9集落も減少した。

これらは最小2戸17人（青具の横手）から最大25戸ド110人（新行西）で構成さ払平均は

1a8戸14＆0人になった。世帯数2戸住民7人という集落が如何なる機能を持ち，如何な
る意味を持つのか。　　．．　　．．、一．　一．＿　．＿，．．＿、凸．．　．，

韻の紬大倉千見の上駒有臨長真東の汎’ ｷ竹高地の和風日松保臨小
神既若入などのなかに嬬既に数個の集落を合わせて1集落としたものがあり，その上で
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第13表美麻村の集落の様態

字鱗名　　　薪鑑醤罐纏鑛
　　　　　　†蜑俣?@　村　．　　　　　　　　　　2　　　2　　2　　　4　　　2
大塩　中　　　村　　　　　　　　　　　　2　　　2　　　2　　　　4　　　1
大塩　北　　　村　　　　　　　　　　　　　2　　　2　　　2　　　　4　　　2
大塩束紐（中の貝，日影，川下）　　　　2　　　2　　　2　　　5　　　1
大壌峯　組（大の田，峯1，峯2）　　　　2　　　2　　　2　　　　5　　　1咤二二重　　宮　　　　　村　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　2　　　　　　2　　　　　　　　5　　　　　　3

二重　向　　　　　　『’腎暫’　　　　　　　2　　’2　　　2－　　5一國一－”3『

二重　元　の　関　　　　　　　　　　　　2　　　2　　　2　　　　5　　　1

二重湯の海　　　　　　　　　　　2　　2　　2　　　－5　　2
新行新行束　　　　　　　　　　　　2　　　2　　　2　　　4　　　3
新行新行　中　噛　　　　　・　　　　　2　‘　2　　　2　　　　4　　　3
新行　新　行　西　　　　　　　　　　　　　2　　　2　　　2　　　　4　　　3
i年具　　　　　藤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　2　　　　　　2　　　　　　　4　　　　　　3

青具　池　の　乎　　　　　　　　　　　　1　　　1　　　1　　　　4　　　3　　　　　　　」

ﾂ具　矢地，花尾，由久保　　　　　　　　　1　　　2　　　2　　　　4　　　3

青具矢　　久　　　’　　　　　　　　2　　2　　2　　　4　　　1
青具　一　宇　田　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　2　　　2　　　　　4　　　　2

iサ具米　　山　　　　　　　　1　　1　　1　　3　　1
青具　日　　　向　　　　　　　　　　　　　　1　　　1　　　1　　　　4　　　3
青具　艦　の　川　　　　　　　　　　　　　　1　　　1　　　1　　　　3　　　3

青具石原，真倉，峠　　　　　　　　　　1　　　2　　　2　　　　4　　　2

韻　袖　　　　　　　　　　1　ユ　　1　　4　3
・〒1ア具　．大　　　　　倉　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　2　　　　　　2　　　　　　　　4　　　　　　2

　　川　　　手　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

ﾂ具＊横　　　手　　　　　　　　　　　　1　　　1　　　1　　　4　　　1
膏具　　片　　　　　．岡　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’1　　　　　　ユ　“　　　　1　　　　　　　　4　　　　　　1

青具万　　　中　　　　　　　　　　　　1　　　1　　　1　　　3　　　2
千見　宮　　　組　　　　一　　　　　　　1’　　2　　　2　　　　4　　　3
千見　本村ヤ東　　　　　一　　　　　　・2　　　2　　　2　　　　5・　　3ご
千見　本村中　　　　　　　　　　　　2　　　2　　・2　　　5　　　3
千見　本村西　　　　　　　　　　　　2　　　2　　　2　　　5　　　3　　，
千見三百地　　　　　　　　　　　　1　　　1　　　1　　　4　　　3
千見上駒（上の手，駒返）　　　．　　　1　－1　　　1　　　4　　　1　、
千見有　曲（有峠，曲尾）　　　　　　　1　　　1．　　1　　　4　　　1．

中　の　崎　　　　　　　　　　　＾’
尋　千見長真（長臨真面）　　　　　　　¶1・　　1　　　1　　－4・　　1　’

千見　中の沢＝菅の窪・　　　　　　　　－2　　　2　　　2’　　5　　　3
千見束　の　沢　、　　　　　　　　　　1　　　1　　　1　　　　4　　　3
千見長　竹（長峰，竹の川）　　　　　　　1『　　1　　　1　　　　4　　　3

高地和　　　田　　　　　　　　　　　　1　　　2　　　2　　　　4　　‘1
高地品　　生
高地　日　松（日里，松合）　　　　　　　　1　　　2　　　2　　　　4　　　1

一㌔商地保　曲（保屋。’曲尾）　　　　　　　　1　　　1　　　1　　　　4　‘　’1

，高地＊小神明（小米立，神明）　　　　　　　1　　　1　　　2　　　　4　　　1一
高地若　入（若栗，入組）　　　　　　　　1　　　1　　　2　　　　4　　　1

．高地＊寒方地　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
高地串女生山　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

大　　　笹

・字の所属は「臨時農業基本調査　農業集落判定一覧表」による

、
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　　境界　　　　　　山林　　　　　　集落　　　　　土地所有　　　　　集落　；　i

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　i　、
L号　　耕地　　記号　　原野　　記号　　範囲　　記号　　　形態　　記号　1形態

1　　　　　　24　　　　　　　1　　　　　　17　　　　　　　1　　　　　　15　　　　　　　1　　　　　　　　0　　　　　　　1　　　　　　16

Q　18　2　25　2　27　2　　0　2；7
3　　　　　3　　　3　　　19

4　　　　29　　　　4　　　　0

5　　　　10　　　5　　　　0

合　　言十　　　　42　七　　　　　　　　　　　42　　　　　　　　　　　　42　　　　　　　　　　　　　　42　　　　　　　　　　　　42

境界が，1　はっきりしている，2　はっきりしていない
耕地，山林源野藻落範囲などのすべての境界，はっきりしていない一・18集落

大正末期から昭和初期の主な土地所有形態　　　　　　　　　　　　　　　　・

1　大地主，2　中小地主（在部落），3　同（部落外），4　自作，5　自作農’

小作濃混在　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

　　　　集落形態　1　散在，2　散居，3　集居，4　密居　　　　　　　　　　　　〒
@　　　　　　　　　　　　　　　　一
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

P960－80年に居住世帯がなくなったか，あるいは再編されたかのようである。再編されたと

見られる集落には川毛中の崎大笹などのように集落名が元集蕩となんの関わりをもi持た

ない窺例もある。それでも集落名の多くが廃されていないのは如何なる理由にタるのか。こ

こにも居住世帯を持た濠い集落が存在する可能性をうかがわせる事例がある。これはなんら

かの理由や根拠があって構成員（戸）はある瓜居住世帯を持たない集落が今貝において存　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聖

在しうるということである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
美麻村を構成する諸集落はいかなる集落類型に属するのであるか。それを確かめることが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　膠

できたのは47集落あった。このうちの32集落が③「高分かれにいたらない枝郷」であり・新

行の嵐中，西などの3集落が②新田村であり，その他の1i集落はω字名を冠したものであ

った。つまり，ほとんどの集落がそれ自体で単独の「藩制村」の歴史を持？ことがなかった

ﾌである。再言するが㈲の枝郷は（1＞の藩制村や②の新田村の「内付け」という存在皆あった。

熾tけの枝郷とは親郷（親村）の内部に属し，それの「村」≧し丁の権利と義輩は第一次的

には親郷に対するものであって，藩（大名）という公に対するものではなかっ牟のである。

内付けの枝郷はその公租公認その他の公事を親郷（親村）の名において譜げ負うていた
の鳩関係文書｝と「村名」が記録されなかったり，記錬されても枝郷であることを明示する

扱いを受けていたようである1）。

そして「藩制村」が組（＝近隣組？）わけされ鴫そのそれぞれが集落を構塵しているの

が前記の新行であるとみられる。その新行も大町村の高別れした新田村であったか舷美麻

を構成する集落は近世には単独でいろいろな「村事務」を処理することが少なく・それ故に

村落としての「自立魅」が不十分な集落が多くを占めていたことと思われる。1

集落に関わる共有林野をみておく。蓑中に共有とあるのは「誰々ほかなん名共有」の林野

…暗
L名共有であり，集落とあるのは登記簿上の権利者が集落であるもの鳴両とあるりは

それら2櫨の欄を輔が合わせもつことを言う．197・年には25集落が鮪あるい繭の

林野を持っていたカ㍉集落有だけの蛮例はなかった。‘その規模は1haから57haにおよぶの
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であった。80年には18集落が登場したので，関係集落数が7集落も減少したかのように見え

る。しかしこれらの18集落のなかには70年に見えなかったものが5集落もあって，資料自体

が吟味を要するようであるが，ここでは以下のように取り扱う。共，すなわち記名共有だけ

が10集落あり，両，すなわち集落有と記名共有をかねたものが4集落あり，さらに集落有だ

けのものが4集落ある。その規模は3haから33haにおよぶ。集落有だけの集落の出現をい

かに見たらよいか。1970－80年の共有林野の所有形態の変化は記名共有から集落有への推移

を予兆しているが，これをいかに理解したらよいか。記名者が集落（部落）構成員である家

の家長であり，それが集落の構成員の一部に限定されるとすれば，その時点で構成員が二種

類に分けられていたことになる。すなわち集落に関わる共有財産に第1次的に関与するもの

（正構成員）とそうでないものである。さて集落有とは当該の共有林野について集落集成員

のすべてが「平等」の資格（？）で関わることを可能にする。その限りで集落（部落）は

「解放」されたことになり，集落外からの来住が容易になったことを意味する2）。しかし，

いろいろな条件が変化して，あるいは当面林野の利用が必要でなくなり，その権利関係が重
大な関心事でなくなったのかも知れない。さらにそれは諸構成員（家あるいは世帯）の集落，　　　　　　　　　　　　　’

i部落あるいはムラ）帰属意識の変化をも推測させる。共有林野＝「自然」は利用主体にと

って経済的・政治的意味だけでなく，象徴的意味をも持っていたはずである。その「自然」

が利用主体を欠いて，そのうえ居住世帯を欠く「集落」を所有主体にするということは，如

何なる意味を持つのであろうか3）。

ア　白馬村は前述の様に神城と北城の旧行政村が合併した村である。1960年には神城が7

集落，592戸，2，819人で1集落平均84．6戸，40a7人であり，北城は19集落，869戸，4，104人，

1集落平均45．7戸，21ao人であった。白馬村では最小が立ノ間の8戸，46人から最大の白

馬町の150戸，561人におよぶのであった。北城には1近隣組の規模にちかい世帯数20戸未満

の6集落（瑞穂，落倉，立ノ間，通，青鬼，菅入）があった。しかし神城にはそのような規

模の集落はなかった。

1960－80年には集落数に増減がなかった。神城は654戸，2，303人，1集落平均93．4戸，

32ao人であり，この間に世帯数は62戸増加したが，人口は516人減少した。そのため1集落

平均の人口も73．7人減少したのである。北城は1，386戸，4，723人，1集落平均72．9戸，24＆6

人であり，この間に世帯数が517戸増加し，人口も619人増加した。白馬村では最小が菅入の

1戸，3人から最大が白馬町の306戸，1042人1こおよんだ。神城ではすべての集落が人口を

減少させているが，内山の弧2％減を除くと微減といってよいほどである。しかし北城は異

なる動きを示している。立ノ間，青鬼菅入，南方，峯方などはこの間に人口を半減あるい

はそれ以上も激減させた。特に菅入は17戸，103人から1戸，3人への激減であって，この

面からみる限りでは集落解体といってよいほどである。他方，世帯数や人口が激増した集落

　　　　　　　　　　　　　　　月ｪある。深空，瑞穂，八方，落倉，新田，白馬町，蕨平などがそれである。特に深空は61戸，

297人から183戸，474人へ，八方は124戸，597人から216戸，760人および白馬町の150戸，

561人から306戸，1，042人へが顕著な事例である。神城では村内での「過疎一過密」がほと

んど見られないが，北城ではそれが顕著であった。

集落類型では（ユ）「藩制村」が神城には佐野，沢渡，堀之内，叛田，飯森の5集落，北城に

は塩島，蕨平の2集落，（2）高分かれした新田村が神城にはなく北城にほ深空，八方，・新田，
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野平，大出，峯方の6集落，③枝郷が神誠の内山，三日市揚の2集落と北城の八方口，切久

保，落倉，立ノ間，通，青鬼の6集落，（4）字名を冠したものは神誠にはなく北城の森上，菅

入，白馬町，南方の4集落，⑤その他は北城の瑞穂の1集落などである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

さて以上のについて二、三付け加えることがある。て2）に属する八方であるが，これは細野

が改称したのである。③に属する八方口は四ツ家が改称したのであり，ωに属する白馬町は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；lツ谷が改称したのである。集落（村一部落）がその名称を改めるとは，いかなることであ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　孔驍ﾌか。これはそれまで行政区として認められなかった集落が単独で行政区になること，行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　l政村が行政町，あるいは市に昇格することなどと同じように考えてもよい恥も知れない。そ

こにはなんらかの質的な量的な，飛躍といってよいほどの構造変化があったことを推測させ

るからである。特に四ツ谷が自馬町に改称したことには，少なくとも二つ以上の意義を認め
ることができる。この集落が白馬村の中心集落になることと，神城と北城6主要産業が白馬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　國

岳をはじめとする北アルプス山岳地帯に関わりが深い産業（観光，保養，健康）にするとい

う地域住民の生活志向を明示したことである。そこで四ツ谷は白馬町に「再生」したのであ
る。同じ様なことは細野が八方に改称したことと四ツ家が八方口に改称したことにも妥当す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

驕Bこれらの集落の住民は従来の生計の道からスキ日場とその関連施設に関わる産業による

方法へと大転換し，そのことを自他ともに承認するためにスキー揚が位置する字名に桀落名

を改めたのである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f

@家業あるいは家職が支配的であった時代には，家が家業を変えることは天きな問題であっ

縞例え賦士の家濃家に，’醐こあるいは医鰍どに変わるどきに｝ま，郷矯家

印，家紋などの家を象徴するものの多くを改める徴習があり，同一の家業を継続する≒きで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l熄]来の経営を一新するほどの変化があれば同様のζとを行う慣習があっ摂ことは，周知の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iことである4）。そしてこの小地域の集落にも同様の論理が作用し，そこにむ「死と再生」あ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一驍｢は発展（飛躍）親られるのであろう・－ 堰@　　　；
@神城の佐凱沢漉堀之内，飯森などの（1）に属す看集游は親村，i親郷として新田村や枝郷

を生み出したのであり，北城の塩島も同様であり，特に神城に属するωの集落が北城の②や

（3）の相当数の集落の親村であることに注意しておく。ここに町村合併の背察の一部があるで

あろうし，「自立性」の高い集落の多くから構成されている神城が北城りよう，な展開を示して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■｢ないが，60－80年を比較的わずかの人口減少で経過したことの一因があ姿のかも知れない。

鮪欄は，7q年には26鱗のうち20鰭が所鶴ていた．そして言己名些祉継有嫌

ﾋる「両」は繊の離断沢漉繊の鵬i菅入などの5鱗綿賄の「共」
嬬神城の堀之内，飯田，飯森北城の八方・八方口・：切久保・落倉・新田・淳ノ間・通・青

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」S，野平，蕨平，南方，峯方などの15集落で，その綿模は飯田の4ha．から萱入の146haに

およぶのである。とこで注意しておくべきことはこれら20集落はすべてなんらかの規模の記

名共有の林野を持っていたことである。再言しておくが，それは少なくとも集落の構成員を
二分することであったから，これらの集落はその限りでの「閉鎖性」を持っ、ていたことにな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

る。しかし80年にはすぺてが集落有であって19集落を数えている。神城の全集落と北裁の12　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

W落である。これらのうち70年に共有林野を持たなカ｝つたのは神誠の三日市場・北城の大出・

白馬町などであった。そしてその規模は三日布場，飯田，切久保，落倉，掌ノ間などのそれ

それ1haから野平の28haにおよぶが，規模1haというのが5集落あるごとにも注意して
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おく。それは集落（部落）統合の象徴としての意味以上のものではないであろうから。

これは，美麻において観察したように，集落（村一部落）有財産を構成員のすべてに「平

等」に関与させることを意味するが，それ以上に1970－80年に林野の利用形態が大きく変化

したことを示すのかも知れない。これは，前述したように観光一健康産業への大幅の転換を

意味していたのであろう。それはまた集落内外や白馬村内外のヒト，モノ，情報に白馬村を

「開放」したことを，なんらかの誹情において「意思決定」したことの象徴でもあろう（第

15表）。

8　美麻と白馬においての作業と同様の手順にしたがって北安曇郡のすべての濃業集落を

見たのが，第16表である。北安曇郡の旧17町村はそれぞれ2集落から47集落を含んでいる。

なおニー三分割された七貴は2集落，陸郷は6集落しか持っていない。

集落類型では③の技郷が最も多く138集落を数え，次いで（1）の藩制村の100集落を数える。

両者を合わせると総数の70％以上になる。しかし（1）の類型に属するものを明治以前の暁点で

数えると，この表の示す数よりかなり少なくなる。例えば大町を構成する26集落のうち25集
落が，近世には，大町村1ケ村に含まれていた。このようにみると③の高分かれしなかった　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醒

「内付け」の枝郷という類型に属する集落の分布を注目せざるをえないことになろう。平，

常鑑広津，八坂，美麻，北城，南小谷，中土，北小谷などはそれぞれ③の類型に属するも

のを6集落から32集落もっており，それが集落総数の50－70％を占める旧町村もあるのであ

る。以上の旧行政村はその内部に独自の自立的な集落（村一部落）事務の経験（歴史）の浅

い多くの集落を含んできたのであった。なお，これらの旧行政村が県境（国境）や郡境に接

しており，それはそれぞれを構成する多くの集落が近世の藩境，あるいは中世末期の戦国大

名の諸勢力の対決の場に関わる地帯に位置していたことになる。それが㈲の高分かれしなか

った内付けの枝郷という類型に属する集落の，このような分布の（特に政治的）誹情の一・部

であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　桿

さて，手順によって平均得点を滋くと，七貴の1．OOから広津の3．41に及ぶ。これらの中か

ら前述の事憶にもとずいて七貴と陸郷をのぞくと，旧行政町村は15ケ町村になる。これらに
おいて，平均得点と1950年のそれぞれの人口を100とする工985年の人口指数とが如何なる連　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卓
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第11図　行政町村の集落構成と人口指数
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関を持っているのかを見たのが第11図である。縦軸に平均得点をとり，横軸に人口指数をと

った。その結果，相闘係数は0．6075になった。これは冒頭で提示した作業仮説，その行政町

村を構成する集落のそれぞれの村落としての安定度が高ければ高いほど，それは内外の社会

変動に対応してより強く人ロを保持するということを，ある程度支持すると見てよいであろ

う。もとより説明力が40％未満であるから，ある程度支持するとしておくべきであろう。

地域社会と人口の変動の関連は複雑であるので単一の独立変数で十分説明すること困難で

ある。それら諸変数（独立変数）のひとつに当該の行政町村の集落構成の態様があるとして，

成立に依拠する集落類型から集落構成の態様を指標化した。今日の地域，行政町村などは，

具体的にはいろいろな個性的な特質を持つ集落から構成されているという前提に立てば，そ

れそれの集落の「成立」にもとずく類型を設定することは十分の意味を持つし，それに依拠

する集落構成の態様の指標化も十分め意味を持つのではないか。いずれにせよ，集団や組織

の展開はその成立事惜に規定されるところが大きい。㍉そのような視角からこの問題への接近

を試みた。その結果は以上の通りである。

ド　　　　　　　註

1）黒崎八洲次良r親郷と枝郷」（日本社会学会「社会学評論9－2」昭和33年）．

2）黒崎，前掲喪，p．26－29。それは，ここで言う部落類型の皿，「部落有財産を実質的に町村有財産

に編入して各家の利用を全く排除してしまったか，もしくは，当初から部落有財産をもたなかった

か，それとも，部落有財産を所有していても，それがほとんど個別漫家の家生活を直接に支持する

機能を果していない」場合に属する。

3）今圓の共有財産の一部はこの居住世帯を欠く「集落」によって「所有」されている。この集落が

位置，名称などだけでなくて，財産を所有することによって，「絶家再興」においての「家」のよ

うな意味を持つのかも知れない。黒崎八洲次良「家と同族理論」（柿崎京一，黒崎八洲次良，間宏

編「有賀喜左衛門研究」1988年）参照。　　　　　一

4）有賀喜左衛門「日本における先祖の観念一家り系譜と家の本末の系譜と一」（岡田謙，喜多野清一

編「家一その構造分析一」1958年，有賀喜左衛門「有賀喜左衛門著作集粗社会史の諸問題」1969

年）。
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